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浦安市道路占用許可基準

第１章 総則

この基準は、道路法(昭和 27 年６月法律第 180 号)第３節「道路の占用（第

32 条から第 41 条）」に基づき、浦安市道に適用するとともに、道路法の適用

を受けない市の管理する道路において準用する。

第２章 目的

道路の占用が道路本来の機能を阻害しないように許可の基準を定め、もって

良好な道路環境の確保を図ることを目的とする。
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第３章 通則

１. 占用の場所

占用の場所については、次の各号に掲げるところによらなければならない。

① 路面に接して設ける占用物件は、歩道を有する道路においては、原則

として、歩道内の車道寄りとし、歩道を有しない道路においては、路

端寄りとすること。

② 歩道上に設けるものにあっては、その有効幅員の３分の２以上（３m

以上確保されている場合は、この限りではない。）かつ、1.5m 以上の

余地が確保されていること。

③ 原則として、次に掲げる場所でないこと。ただし、電柱、電話柱、交

通信号機、道路標識、消火栓標識、仮囲い及び路下に設ける物件につ

いては、この限りではない。

イ 横断歩道、消火栓、街角、交通信号機、道路標識、消火栓標識の前

後それぞれ５m の区域内

ロ 横断歩道橋の昇り口

ハ バス停留所、橋の前後それぞれ 10m の区域内

２. 占用物件の構造

占用物件の構造は、次の各号に掲げるところによらなければならない。

（1） 路上及び上空に設ける物件については、倒壊、落下、剥離、汚損等

により道路の構造及び交通に支障を及ぼすことなく、都市の美観風致

に調和したものであること。

（2） 路下に設ける物件については、自重、積載荷重、土圧、交通重量な

らびに地震その他の震動及び衝撃に対して安全な構造であること。
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第４章 細則

１. 埋設管（水道管、下水道管、ガス管）等の占用

水道管、下水道管、ガス管の占用については、次の各号に掲げるところに

よるほか、「電線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける場合に

おける埋設の深さ等について」（平成 11 年３月 31 日建設省道政発第 32 号、

建設省道国第５号）によらなければならない。

占用期間は、「道路法施行令（昭和 27 年政令第 479 号）」第９条（占用の

期間に関する基準）にて、道路法（昭和 27 年法律第 180 号）第 36 条で定

められる水道、下水道、ガス、電気及び電気通信は 10 年以内、それ以外は

５年であるが、本市においては適正な道路管理を行うため、原則として１

年以内とする。

① 埋設管等の頂部と路面との距離は、第６章「占用における舗装・埋

設管の取扱い」を参照のこと。車道にあっては道路の舗装の厚さに 0.

3m を加えた値以上とする。当該値が 0.6m に満たない場合には、0.6m

以下としない。歩道にあってはその頂部と路面との距離は 0.5m 以上と

する。（電線、水管、ガス管又は下水道管を道路の地下に設ける場合に

おける埋設の深さ等について_平成 11 年３月 31 日_建設省道政発第 32

号）

ただし、切下げ部がある場合で、路面と当該管の頂部との距離が 0.

5m 以下となる場合は、予め十分な強度を有する舗装材等を使用する場

合を除き、所要の防護措置を講じさせること。（電線、水管、ガス管又

は下水道管を道路の地下に設ける場合における埋設の深さ等について_

平成 11 年３月 31 日_建設省道政発第 32 号）

また、「道路法施行規則（昭和 27 年建設省令第 25 号）」に基づき、

頂部と路面等において、土被りが確保できない場合は、「防護コンクリ

ート等」で占用物件の防護措置を講じさせること。

他の占用物件との隔離距離は、0.3m 以上とすること。ただし、離隔

確保が困難な場合は「防護コンクリート」で占用物件の防護措置を講

じさせること。

このほか、雨水排水施設の下越しにより管の設置又は撤去を行う場
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合は、下越し部分に無収縮モルタル充填を行うなど、雨水排水施設の

陥没防止対策を施すこと。

② 道路を煩雑に掘り返すことのないようにし、道路占用連絡調整会議

等で調整すること。なお、道路舗装工事完了後は原則として、一定期

間（セメントコンクリート舗装についてはおおむね５年､アスファルト

コンクリート舗装についてはおおむね３年）当該箇所の掘り返しを抑

制するもの（「地下埋設工事等による道路の掘り返し規則に関する緊急

措置について」昭和 37 年 10 月 23 日付け閣議了解）とし、予見し得な

い工事（戸建への引き込み等）を除き、許可しないこととする。

残置物件は、原則として「道路法（昭和 27 年法律第 180 号）40

条」により認めない。当該物件は撤去の上、道路を原状に回復するこ

と。ただし、道路構造によりやむを得ない場合に限り、残置の協議を

することが出来る。管類の場合、エアモルタル注入等で老朽化による

陥没を防止すること。

③ 詳細は、第６章「占用における舗装・埋設管の取扱い」を標準とす

る。

（① の車道部における埋設条件）
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（① の歩道部における埋設条件）

（② のおける埋設離隔条件）
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２. 埋設管（地下電線（通信を含む））の占用

地下電線の占用については、次の各号に掲げるところによるほか、「電線

を道路の地下に設ける場合における埋設の深さ等について」（平成 28 年２

月 22 日国土交通省道路局利第 17 号）によらなければならない。

占用期間は、「道路法施行令（昭和 27 年政令第 479 号）」第９条（占用の

期間に関する基準）にて、道路法（昭和 27 年法律第 180 号）第 36 条で定

められる水道、下水道、ガス、電気及び電気通信は 10 年以内、それ以外は

５年であるが、本市においては適正な道路管理を行うため、原則として１

年以内とする。

① 埋設管等の頂部と路面との距離は、「電線を道路の地下に設ける場合

における埋設の深さ等について」（平成 28 年 2 月 22 日国土交通省道路

局利第 17 号）を原則とする。

② 「電線を道路の地下に設ける場合における埋設の深さ等について」（平

成 28 年 2 月 22 日_国道利第 17 号）に該当する電線については、車道

にあっては、当該電線を設ける道路の舗装の厚さ（路面から路盤の最

下面までの距離をいう。）に 0.1m を加えた値までとすることができる

ほか、通達に掲げる条件によって占用を許可することができる。

また、「道路法施行規則（昭和 27 年建設省令第 25 号）」に基づき、

頂部と路面等において、土被りが確保できない場合は、「防護コンクリ

ート等」で占用物件の防護措置を講じさせること。

③ 他の占用物件との隔離距離は、0.3m 以上とすること。ただし、離隔

確保が困難な場合は「根巻きコンクリート」で占用物件の防護措置を

講じさせること。

④ 道路を煩雑に掘り返すことのないようし、道路占用連絡調整会議等

で調整すること。なお、道路舗装工事完了後は原則として、一定期間

（セメントコンクリート舗装についてはおおむね５年､アスファルトコ

ンクリート舗装についてはおおむね３年）当該箇所の掘り返しを抑制

するもの（「地下埋設工事等による道路の掘り返し規則に関する緊急措

置について」昭和 37 年 10 月 23 日付け閣議了解)とし、予見し得ない

工事（戸建への引き込み等）を除き、許可しないこととする。
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⑤ 残置物件は、原則として「道路法（昭和 27 年法律第 180 号）40

条」により認めない。当該物件は撤去の上、道路を原状に回復するこ

と。ただし、道路構造によりやむを得ない場合に限り、以下項目につ

いて協議を行い、道路管理者の承諾のもと行うことができる。

１） 協議残地物件は従来の占用同様、占用者の管理にあることを前

提とし、道路構造の保全や交通危険防止のため、管類の場合に

はエアモルタル注入等の措置を行うこと。

２） 将来、道路管理者が撤去を要請する場合には、占用者の費用で

速やかに対処すること。

３） 道路管理者が自ら撤去等を行う場合にはこれを承認すること。

⑤ 詳細は、第６章「占用における舗装・埋設管の取扱い」を標準とする。

(②の車道部における埋設条件)
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(②の歩道部における埋設条件)

(②における埋設離隔条件)
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３. 電柱等の占用

電柱、電話柱等の占用については、次の各号に掲げるところによらなけれ

ばならない。

① 原則として、明海地区及び日の出地区等の無電柱化地区に設けない

こと。

② 占用の位置は、次に掲げるところによること。ただし、道路景観上必

要な場合であって、交通上特に支障がないときは、この限りでない。

イ 両側に歩道を有する道路においては、歩道内の車道寄りとする。

ロ 片側のみに歩道を有する道路においては、歩道を有しない側の路端

寄りとする。

ハ 歩道を有しない道路においては、路端寄りとする。なお、道路幅員

８ｍ以内の道路にあっては、路側の片側のみとする。

③ 形状は、都市の美観風致に調和するよう細径柱等の都市型装柱とする

こと。

⑥ 同一路線に電柱、電話柱等を設ける場合は、原則として共架とする

こと。

⑦ 屋外広告物法に留意し、不法広告物の除去に努めること。
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４. 電線等の占用

電柱等に架設する電線等の占用については、次の各号に掲げるところによ

らなければならない。

① 電線等の高さは、原則として、車道においては路面から５ｍ以上、歩

道においては３ｍ以上とすること。ただし、街路樹の上空にあっては、

街路樹に支障とならない高さが確保されるものであること。

② 路線の両側に、電柱等が設けられている道路及び高架下道路にあって

は、道路を横断して架設しないこと。ただし、横断して架設すること

がやむを得ないと認められる場合は、原則として既設の横断箇所とす

る。

③ 道路の交差点部分にあっては、幅員の広い側の道路を横断して架設

しないこと。

④ 道路を横断して架設する場合は、原則として、道路の方向に対して、

直角に横断すること

⑤ 電線等は、可能な限り統合し、張り方については、景観性に最大限配

慮すること。

⑥ 高層建築物等によるテレビジョン放送の受信障害を解消するための

電線及びＣＡＴＶ並びに有線放送業務のための電線を架設するための

柱は、原則として、設けないこと。
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５. 変圧器等の占用

送・配電用変圧器等の占用については、次の各号に掲げるところによらな

ければならない。

① 歩道又はその他交通の支障とならない場所に設けること。

② 形状等は、景観性を考慮し、可能な限り小型化すること。

③ 路上変圧器に設置する「防災・観光デジタルサイネージ」等の占用基

準の緩和（プレスリリース（令和２年７月 31 日）（道路局路政課）に伴

い、電子看板（デジタルサイネージ）として設置できる。

④ 路上変圧器への電子看板の占用物件の取扱いは（道路法施行令（昭

和 27 年 12 月政令第 479 号）第７条第１号）の「看板」として取り扱

う。

⑤ 地域における公共的な取組（防災・観光情報等の発信）に要する費

用の一部に広告料を充当する場合においては、路上変圧器に広告物

（電子看板を含む）を設置することを認める。

⑥ 電子看板等の設置場所は以下のとおりとする。
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６. ベンチの占用

ベンチの占用については、一般乗合旅客自動車運送事業者、一般乗用旅客

自動車運送事業者の団体又は町会若しくは商店会等の団体が設けるものに

限るものとし、次の各号に掲げるところによるほか、「ベンチ及び上屋の道

路占用の取扱いについて」（平成６年６月 30 日建設省道政発第 32 号）によ

らなければならない。

① ベンチは、次に掲げる場所で、かつ、交通に支障とならない場所に

設けること。

イ 駅前広場

ロ コミュニティ道路として整備された道路

ハ 福祉施設、病院等の付近のバス停留所又はタクシ－乗場

ニ 上屋の設置されているバス停留所又はタクシ－乗場

② ベンチは、原則として長さ３ｍ以下、幅 0.7m 以下とし、路面に固

定すること。

③ ベンチの材質は、腐朽、褪色しないものであること。

④ ベンチには、長さ 0.15m 以下、幅 0.05m 以下で、占用者名を表示す

ること。

⑤ ベンチには、広告物を掲出しないこと。
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７. 上屋及び上屋に対する広告物の占用

バス停留所又はタクシ－乗場に設置する上屋の占用については、一

般乗合旅客自動車運送事業者又は一般乗用旅客自動車運送事業者の

団体が設けるものに限るものとし、次の各号に掲げるところによる

ほか、「ベンチ及び上屋の道路占用の取扱いについて」（平成６年６

月 30 日建設省道政発第 32 号）を原則とすること。また、上屋に対

する広告物については、「バス停留所に設置される上屋に対する広告

物の添加に係る道路占用の取扱いについて」（平成 20 年３月 25 日国

道利第 26 号）を原則とすること。

① 上屋は、乗客が多く、かつ、交通に支障とならない次に掲げる

場所に設けること。

イ 歩道又は駅前広場の交通島

ロ 歩車道の区別のない道路の法敷等

② 構造は、次に掲げるところによること。

イ 上屋は、平屋建てとし、原則として壁等の囲いを設けないこ

と。ただし、風雨等のため特に壁等の囲いを設ける必要があり、

かつ、道路管理上支障のない場合においてはこの限りでない。

ロ 上屋の主要構造部の材質は、原則として不燃性のものとする

こと。

ハ 柱の位置は、原則として、歩道にあっては歩道内の車道寄り、

法敷にあっては民地側とすること。

ニ 柱の間隔は、原則として３ｍ以上とすること。

ホ 屋根の幅は、駅前広場の交通島に設ける場合を除き、原則と

して２ｍ以下とすること。ただし、幅員４ｍ以上の歩道に設け

るものについては、歩道幅員の２分の１以下の範囲で設けるこ

とができる。

ヘ 屋根の長さは、駅前広場の交通島に設ける場合を除き、原則

として 12m 以下とすること。

ト 上屋は、雨水の処理を考慮した構造とすること。

チ 上屋の高さは原則として路面から 2.5m 以上 3.5m 以下とする
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こと。

リ 原則として、照明施設を設けることとし、照明施設の配線は

地下に埋設すること。

③ バス停留所は、可能な限り統合し、上屋の効率的な活用を図るこ

と。

④ 色彩は、周囲の環境に調和するものであること。

⑤ バス停留所上屋(広告物添加型)の占用については、路線バス事業

者がバス利用者の利便に供するために設けるものであること。

⑥ 柱には反射材用品を設置し、歩行者や自転車利用者に存在を知ら

しめること。
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８. 上空通路の占用

道路の上空を横断して設ける上空通路の占用については、通路

の設置によって地上交通の緩和又は多数人の避難等相当の公共的

利便に寄与する場合に限るものとし、次の各号に掲げるところに

よるほか「道路の上空に設ける通路の取扱等について」(平成 30

年 7 月 11 日 国道利第 7 号)によらなければならない。

① 通路を設けることができる施設は、次のものに限るものとし、

原則として、占用申請者が道路両側の施設の大部分を所有してい

ること。

イ 官公署の施設

ロ 学校、図書館、研究施設、その他の教育文化施設

ハ 病院、その他の医療施設又は保育所その他の社会福祉施設

ニ 百貨店及びこれに類する施設

ホ 都市計画施設及び市街地開発事業による施設

ヘ その他、都市の活性化、街づくり等当該地域の発展に寄与す

るもので、周辺道路の利用状況からみて、特に、必要と認めら

れる施設

② 通路は、路面に対してほぼ水平とし、原則として道路の中心線

に対して直角に結ぶものであること。

③ 道路を同一建築物に２個設ける場合は、一方の垂直投影上の範

囲内に設けること。

④ 通路の支柱は、道路敷地内に設けないこと。

⑤ 構造は、不燃性のものであって、その主要部分を鉄骨又は鉄筋

コンクリ－ト造りとし、必要に応じ雪止めの設備を設けるもので

あること。

⑥ 通路には、ガス管、水管、熱供給管、高圧電線等を添加しない

こと。
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９. 横断橋の占用

横断橋の占用については、横断橋の設置によって地上交通の緩和又

は多数人の避難等相当の公共的利便に寄与する場合に限るものとし、

次の各号に掲げるところによらなければならない。

① 原則として、常時一般交通に開放し、横断歩行者の利便を図る

ものであること。

② 道路施設である横断歩道橋からの距離は、原則として１００ｍ

以上とすること。

③ 構造は、次に掲げるところによること。

イ 主要な部分は、鉄骨、鉄筋コンクリ－ト又は鉄骨鉄筋コンク

リ－ト造りとすること。

ロ 横断橋は、原則として道路の中心線に対して直角に架設し、

橋げたの下端は路面から 4.7m 以上とすること。

ハ 階段、橋脚は、道路敷地外に設けること。ただし、やむを得

ず道路敷地内に設ける場合は、歩道内の車道寄りに設けること

とし、歩道の有効幅員を３ｍ以上確保すること。

ニ 橋脚の設置が前号によりがたい場合であって、1.5m 以上の中

央分離帯のある道路においては、中央分離帯内に設置することが

できる。

ホ 横断橋には、歩行者の危険を防止するために、照明灯及び柵

を設けること。

④ 横断橋には、広告物を掲出しないこと。



20

10. 露店の占用

露店の占用は、歴史的由来等をもって行われてきた祭典、縁日等

市が関連するイベントにおいて出店する露店に限るものとし、原則と

して、次の各号に掲げるところによらなければならない。

① 歩道を有する道路では歩道上とし、歩車道境界から 1.5m 以内で、

かつ、歩道幅員の２分の１を越えない区域とすること。

② 歩道を有しない道路では路端から２ｍ以内で、かつ、道路幅員

の３分の１を越えない区域とすること。

③ 各店の間口は２ｍ以下、奥行きは１ｍ以下とすること。

④ 露店の延長 10m ごとに１ｍ以上の間隔を設けること。

⑤ 所轄の保健所から営業許可を得ていること。

⑥ 出店終了後は、高圧洗浄を行うなど、清掃を行い、道路を現況に復

旧すること。
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11. 突出看板等の占用

建築物から突き出す看板等の占用については、次の各号に掲げると

ころによるほか、「指定区間内の一般国道における路上広告物等の占

用許可基準について」（昭和 44 年８月 20 日建設省道政発第 52 号）

によらなければならない。なお、突出看板等については、公共性の

あるものに限る。

① 突出看板については、自家用看板に限るものとし、１営業所、

１事業所又は１作業所につき２個以内とすること。ただし、たば

こ、塩又は切手の販売店、専門店、加盟店、代理店等を表示する 0.

5 ㎡以下の看板及び広告用日よけを除く。

② 看板の下端は、歩道上では 2.5m 以上、歩道を有しない道路では

路面から 4.5m 以上とし、その出幅は、路端から１ｍ以下とするこ

と。

③ 地下街における看板の下端は、床面から 2.5m 以上、出幅は、壁

面から 0.8m 以下、縦の長さは、0.3m 以下とすること。

④ 板面は回転式としないこと。

⑤ 建築物の壁面を利用する平板看板は、出幅を 0.3m 以下とするこ

と。ただし、地下街にあっては、出幅を 0.1m 以下とすること。

⑥ 看板を柱に取り付ける場合は、その柱を道路敷地外に設けるこ

と。
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12. 電柱等に添加又は巻き付ける看板の占用

電柱、電話柱、消火栓標識（以下「電柱等」という。）に添加し、又は巻

き付ける看板の占用については、次の各号に掲げるところによるほか、「指

定区間内の一般国道における路上広告物等の占用許可基準について」

（昭和 44 年８月 20 日建設省道政発第 52 号）によらなければならない。

① 主要幹線道路にあっては、橋（長さ 20m 以下のものを除く。）、トンネ

ルの前後それぞれ 10m、交通信号機又は道路標識の手前（車両の進行

方向から見ていう。）５ｍ及び後方１ｍ、バス停留所又は交差点（車道

幅員 5.5m 以上の道路との交差点に限る。）の前後それぞれ、10m 以内

の区域に設けないこと。ただし、道路の方向に平行して設ける添加看

板及び車両の進行方向に対面しない位置に取り付ける巻き付け看板は、

この限りでない。

② 巻き付け看板は、市街地を形成している区域内の主要幹線道路におい

ては、車両の進行方向に対面しない位置に取り付けること。

③ 添加看板相互間又は巻き付け看板相互間の距離は、道路の一側につき

20m 以上とすること。

④ 添加看板を歩道に設ける場合は、車道側に突き出さないこと。

⑤ 添加看板の下端は、歩道上では路面から 2.5m 以上、歩道を有しない

道路では 4.5m 以上とすること。

⑥ 看板は、１柱に１個（巻き付け看板は、１個を２面として取り付ける

ことができる。）とすること。

⑦ 電柱及び電話柱に添加する看板は、幅 0.45m 以下、長さ 1.1m 以下と

し、消火栓標識に添加する看板は、幅 0.8m 以下、長さ 0.4m 以下とす

ること。

⑧ 巻き付け看板は、幅 0.33m 以下、長さ 1.5m 以下とし、その下端は、

路面から 1.6m 以上とすること。
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13. バス停留所標識に添加する広告の占用

（１） バス停留所標識に添加する広告の占用については、標識の占用者で

ある一般乗合旅客自動車運送事業者が添加するものに限るものとし、

次の各号に掲げるところによるほか、「照明式バス停留所標識（広告

付）の道路占用について」（昭和 49 年２月１日建設省道政発第５号）

によらなければならない。

① 計画的に標識の整備を行う場合であること。

② 在来の簡易な標識（通称ダルマ式等）及び道路の路端に設置した標

識には、添加しないこと。

③ 添加広告の掲出面積は、表示板（片面）の表示面の広さの３分の１

以内とすること。

④ 添加広告は、表示板の最下段に掲出すること。

⑤ 添加広告の掲出面は、次に掲げるところによること。

イ 歩道上にある標識が道路の方向に平行して設置されている場合は、

歩道面

ロ 道路の方向に直角に設置されている場合は、進行車両の非対向面

⑥ 地色は、白とすること。

（２） 照明式バス停留所標識に添加する広告の占用については、前項本文

によるほか、次の各号に掲げるところによらなければならない。

① 添加広告は、標識１本当たり進行車両の非対向面及び歩道面の２面

とすること。

② 添加広告の掲出面積は、照明表示ボックスの表示面（各１面）の広

さの３分の１以内とすること。
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14. 掲示板の占用

掲示板の占用については、公共性のあるものに限るとし、次の各号にかか

げるところによらなければならない。

① 路端寄りに設けること。ただし、住居表示に関する法律（昭和 37 年

法律第 119 号）に基づく住居表示案内掲示板については、やむを得な

い場合は、次の場所に設けることができる。

イ ガ－ドレ－ル等の設置してある歩道内の車道寄り

ロ 横断歩道橋の階段下の部分

② 高さ２ｍ以下、長さ 1.5m 以下、柱の長径又は直径は 0.15m 以下とし、

これにひさしを設ける場合は出幅 0.3m 以下、下端は路面から 1.7m 以

上とすること。

③ 材質は、容易に腐朽又は褪色しないものであること。

④ １号ただし書の場合は、掲示板の裏面に地点表示（町・丁目又は著名

地点名）を記載し、通行者の便に供すること。



25

15. バス総合案内板等の占用

バス総合案内板又は地理案内板の占用については、一般乗合旅客自動車運

送事業者又は地方公共団体が設けるものに限るものとし、次の各号に掲げ

るところによらなければならない。

① 駅前広場等バスの路線又は交通の案内の必要性が高い場所で、道路交

通に支障とならない場所に設けること。

② 地理案内板、町区域、町名及び街区符号並びに道路、河川、名所、旧

跡、交通、教育、文化施設、公共施設及び著名な建物・施設等を掲出

するとともに、必要に応じ凡例等を表示したものであること。

表示する文字字体は、「浦安市公共サインガイドライン」(令和元年５

月（浦安市）)に基づき、「ヘボン式」とする。

③ 案内板は、原則として横 2.5m 以下、縦２ｍ以下とし、ボックス型と

する場合の幅は、0.15m 以下とすること。ただし、バス案内板につい

ては、路線の数が多く、かつ、交通上特に支障がない場合には、横 3.

5m 以下、縦 2.5m 以下とすることができる。

④ 案内板の頭部に、ひさし又は照明施設を設ける場合は、出幅 0.3m 以

下、下端は路面から 2.5m 以上とすること。

⑤ 案内板の上端は、路面から３ｍ以下とすること。

⑥ 案内板の下端は、路面から 0.5m 以上とすること。

⑦ 支柱は、鋼材類のもので長径又は直径 0.2m 以下とし、２本以内とす

ること。

⑧ 照明施設の配線は、地下に埋設すること。

⑨ 案内板の右側下部に横 0.15m 以下で占用者名を表示すること。

⑩ 案内板は、「千葉県屋外広告物条例(昭和 44 年千葉県条例第５号」を

遵守すること。

⑪ バス総合案内板における電子看板(デジタルサイネージ)は、「浦安市

鉄道駅周辺公共サイン整備計画」(令和元年５月（浦安市）)に基づく

こと。

また、サインシステムにおける従来の総合案内サインによる情報提供

に加え、複雑なバス乗り場の案内、バスロケーションシステムなど



26

公共交通の情報を提供し、併せて多言語(日本語、英語、中国語(簡

体字、繁体字)、及び韓国語)表記にも対応すること。
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16. バス停留所標識の占用

（１） バス停留所標識の占用については、一般乗合旅客自動車運送事業

者が設けるものに限るとし、次の各号に掲げるところによらなけれ

ばならない。

① 停車したバスの車体が、街角、消火栓、横断歩道の登り口、地下横

断通路及び地下鉄出入口から５ｍ以上の距離を保つことができる位

置に設けること。

② 同一路線バスの標識は、原則として同型のものとすること。

③ 複数の路線バスが運行する同じ場所のバス停留所については、可能

な限り標識を統合すること。

④ 標識は、原則として道路の方向に平行して設置すること。ただし、

次の場合はこの限りでない。

イ 駅前広場又は歩道に設置する場合で、交通に支障とならないとき。

ロ 標識の頭部に、停留所番号、会社マ－ク又は会社名等を表示する

表示板を設置する場合（その表示板に限る。）。

⑤ 停留所番号等を表示する表示板は原則として長径又は直径 0.35m 以

下とすること。

⑥ 標識は、地点表示の機能を持たせることとし、その表示は、原則と

して停留所名と併記すること。

⑦ 広告物の掲出については、 13「バス停留所標識に添加する広告の

占用」によること。

（２）以下の箇所にバス停留所の占用は禁止とする。

① バスがバス停留所に停車した際に交差点又は横断歩道にその車体が

かかるバス停留所。

② バスがバス停留所に停車した際に交差点又は横断歩道の前後５ｍの

範囲にその車体がかかるバス停留所。

③ 上記①と②には該当しないが、バス運転士が危険を感じるバス停留

所。その他千葉県の実情に応じて対策が必要と考えられるバス停留

所。

ただし、上記①から③において、以下のいずれかの安全上のハード
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対策がとられているものに関しては、禁止から除外できる。

① 交差点又は横断歩道に隣接している信号機が設置されている道路

にて、バスが停車している状態でも車両、歩行者ともに信号機の

視認性が良好な場合。

② 交差点に歩道橋や地下道が設置され、歩行者が道路を横断しない

道路にて、歩車分離されており、歩行者と車両との交通安全対策

が講じられている場合。

③ バスベイが設置されている道路にて、バスベイに停まることでバ

ス車両による死角がなくなる場合。

④ バス停付近にガードレールが設置されている道路にて、ガードレ

ールが設置され歩行者が横断できない場合。

⑤ 中央分離帯が設置されている等歩行者が容易に横断することがで

きない構造となっている道路にて、歩車分離されており、歩行者

は道路を横断できない場合。ただし、中央分離帯等の構造物があ

っても、歩行者が容易に横断できる場合には、バス停の対策を取

る必要がある。

⑥ 一方通行の規制がされている道路（ロータリー等含む）にて、車

両後部が横断歩道又は交差点となっていて、死角がない場合。

⑦ 一車線で一方通行の規制がされている車両の追い越しが不可能な

道路（ロータリー等含む）にて、対向車や追い越し車両が存在し

ない場合。

⑧ 道幅の狭い(普通自動車が通行できない)道路が接続している交差

点にて、自動車等の走行がなく、交差点でない道路と同等と認め

られる場合。

⑨ 丁字路交差点にて、バス停留所前方に、左折のみ可の規制がされ

ている一方通行路の出口が接続されている道路。

⑩ 一般車の進入が禁止されているロータリーやバスターミナルの構

内。

上記以外のバス停留所については、別途協議のうえで決定する。
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（３） 無照明式バス停留所標識の占用については、前項によるほか、次

の各号に掲げるところによらなければならない。

① 標識は、原則として支柱と表示板から構成されたものとする。

② 標識の上端は、路面から３ｍ以下とすること。

③ 表示板の下端は、路面から 0.5m 以上とすること。

④ 表示板（支柱部分を含む。）は、幅 0.5m 以下とすること。

（４） 照明式バス停留所標識の占用については、第１項によるほか、次

の各号に掲げるところによらなければならない。

① 標識は、交通の支障とならない次に掲げる場所に設置すること。

イ 駅前広場

ロ 歩道（原則として、設置後 1.5m 以上の余地が確保できる場所に

すること。）

② 標識は、１本の支柱と照明表示ボックスから構成されたものとする

こと。ただし、必要が有る場合には、標識の頭部に、停留所番号等を

表示するための表示板及び照明用自動点滅器を設置することができる。

③ 標識の上端は、路面から 3.5m 以下とすること。

④ 照明表示ボックスは、原則として幅 0.4m×0.3m 以下とし、長さ 2.

0m 以下の直方体とすること。

⑤ 照明表示ボックスの高さは、路面から 0.5m 以上３ｍ以下に位置さ

せること。

⑥ 支柱は、長径または直径 0.1m 以下の白色の鋼管柱とし、先端は蓋

をし、基礎を埋め込むこと。

⑦ 照明施設の配線は、原則として支柱内処理し、地下に埋設すること。
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17. 案内標識の占用

（１） タクシ－乗場標識の占用については、陸運局及び一般乗用旅客自動

車運送事業者の団体が設けるものに限るものとし、次の各号に掲げる

ところによらなければならない。

① タクシ－業務適正化臨時措置法（昭和 45 年法律第 75 号）により設

けるもの及び従前から乗車場として利用されている場所に設けるもの

であること。

② 歩道を有する道路の歩道上に設けること。

③ 標識板は、１辺が 0.6m 以下とし、標識の上端は、路面から 2.5m 以

下とすること。ただし、支柱から突き出す型の標識については、標識

板の下端は、路面から 3.5m 以上とすること。

④ 標識には、占用者名及び利用案内等業務上の表示以外の広告物等を

掲出しないこと。

（２） 駐車場案内標識の占用については、駐車場法（昭和 32 年法律第

106 号）による路外駐車場経営者が設けるものに限るとし、「駐車場

の案内標の道路占用について」（昭和 40 年２月 19 日建設省道発第

64 号の１）によるほか、次の各号により設置されるものに限り許可

することができる。

① 原則として、歩道を有する道路の歩道上に設けること。

② 当該駐車場の出入口から 100m 以内に設けること。

③ 一駐車場に付き２本以内とすること。100m 以内に２箇所以上の駐

車場がある場合でも、原則として２本以内とする。

④ 標識板の大きさは、縦 0.6m、横 0.5m とし、その上端は、路面から

2.6m 以下とすること。

（３） 消防水利標識及び消火栓標識の占用については、消防長又は消防

署長が設けるものに限るものとし、次の各号に掲げるところによら

なければならない。

① 標識は、消防水利施設又は消火栓１箇所につき１本とすること。た

だし、消防水利施設が河川、濠、運河等の場合は、100m 以上の間隔
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を保持し、必要数を設置できる。

② 消防水利施設又は消火栓から原則として５ｍ以内の位置に設けるこ

と。

③ 消火栓標識（広告をその下に添加する場合はその広告）の下端は、

歩道上では路面から 2.5m 以上、車道上では 4.5m 以上とすること。

④ 消防水利標識には、占用者名以外の広告物等を掲出しないこと。

（４） 地下鉄出入口の案内標識の占用については、鉄道事業者が設ける

ものに限るとし、次の各号に掲げるところによらなければならない。

① 地下鉄の出入口が道路敷地外等にあり、利用者にとって出入口が認

識しにくい場所であること。

② 歩道を有する道路においては、歩道内の車道寄りに設け、歩道を有

しない道路においては、当該地下鉄出入口の構造物に添加すること。

③ 標識は、縦１ｍ、横 0.8m とし、その下端は、歩道上 2.5m 以上、車

道上 4.5m 以上とすること。
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18. ア－チ型装飾灯

ア－チ型装飾灯の占用については、商店会等の団体の設けるものに限る

とし、次の各号に掲げるところによるほか、５「装飾灯の占用（第２及

び第３号を除く。）によらなれければならない。

① 灯柱は、道路敷地外に設けること。やむを得ず道路に設ける場合は、

車道においては、６ｍ以上、歩道においては、２ｍ以上の有効幅員を

確保すること。

② 道路の上空を横断する構造物及び光源の下端は、路面から 5.5m 以上

とすること。

③ 灯柱の設置間隔は、100m 以上とすること。ただし、設置区間の延長

が 100m 未満の場合は、その設置区間の両端の設けること。

④ 商店会名を表示した看板を道路の上空を横断して、ア－チ型装飾灯に

添加する場合は、設置区間の両端の装飾灯に限ること。
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19. 足場・仮囲い等、敷鉄板の占用

（１）家屋、しょう壁等の工事に伴う足場、仮囲い、落下物防護用施設

（朝がお）の占用については、道路敷地外に余地がなく、特に、やむ

を得ない場合に限るものとし、次の各号に掲げるところによらなけれ

ばならない。

① 歩道を有する道路では、歩道上とし、その出幅は路端から１ｍ

以下で有効幅員の３分の１以下とすること。歩道を有しない道路

では、路端から１ｍ以下で、道路幅員の８分の１以下とすること。

ただし、落下物防護施設については、建築基準法による。

② 掛け出足場を設ける場合は、歩道上では路面から３ｍ以上、歩

道を有しない道路では、路面から 4.5m 以上とすること。

③ 足場を組む時には、必ず視線の位置に夜間照明を点けること。

④ 落下物防護用施設については、その高さは、歩道上では４ｍ以

上、歩道を有しない道路では５ｍ以上とすること。

⑤ 仮囲いに取り付ける出入口の扉は、道路に面して外開きとしな

いこと。

⑥ 仮囲いには、法令の定め又は監督官公署の指示による表示及び

施工主、請負業者名の表示（必要最小限に限る。）以外のものを掲

出しないこと。

⑦ 仮囲いには、消火栓、マンホ－ル等の操作、開閉に支障のない

ようにし、その位置を明示しておくこと。

（２）鉄板養生による占用

① 養生の範囲は、影響部分を考慮した必要最小限の面積とし、歩行

者に対し、何らかの注意喚起策を講じること。

② 鉄板による養生の場合は、滑り止めを講じ視認可能にすること。

③ 鉄板は、がたつきのないよう敷地内においてボルトなどで固定し

て、道路面との段差を少なくするため、すりつけをすること。

④ 道路構造物へ影響を与えた場合は、速やかに道路管理者に報告し、

その指示の下、申請者の負担において修繕し、その了承を得ること。

⑤ 占用物撤去後は、清掃を徹底し、原状回復につとめること。
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20. 特定仮設店舗等の占用

特定仮設店舗、その他仮設建築物の占用については、次の各号に掲

げるところによるほか、「道路法施行令の一部を改正する政令の施行

について」（昭和 32 年７月９日付道発第 190 号）によらなければな

らない。

① 事業施行地区と占用しようとする場所が近接し、かつ、付近の

既設店舗等と利害関係の対立しない場所であること。

② 道路の有効幅員外又は歩道を有する道路の歩道上とすること。

③ 平屋建てとすること。

21. 高架道路下の占用

高架道路下の占用は、「高架道路下の路面下の占用許可について」

(平成 17 年９月９日国道利第５号)によらなければならない。

22. 防犯カメラの占用

防犯カメラの占用は、市、自治会、その他これらに準ずる団体が設置する

ものに限り認めるものとし、次の各号に掲げるところによらなければなら

ない。

① 設置場所は、占用許可がなされている電柱等に添加するものとし、

交通の支障とならない位置とする。また、事前に電柱等の管理者と設

置について協議すること。

② 本体の下端は、路面から 4.7 メートル以上とすること。ただし、歩

道にあっては、路面から 2.5 メートル以上とすることができる。

③ 個人情報の取扱いについて、占用者の責任において法令を遵守し、

適切な管理を行うこと。

④ 申請においては、浦安市防犯カメラ設置費補助金交付要綱に規定する

「浦安市防犯カメラ設置費補助金交付決定通知書」の写しを添付する

こと。
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23. カーブミラーの占用

カーブミラーの占用は、市、自治会、その他これらに準ずる団体が設置す

るものに限り認めるものとし、次の各号に揚げるところによるほか、「道

路反射鏡設置指針」（昭和 55 年 12 月（社団法人 日本道路協会））及び

「浦安市道路反射鏡設置基準」によらなければならない。

① 設置位置は、道路の構造又は交通に著しい支障を及ぼす恐れがない

場所とし、法面、路肩、側溝の上部又は歩道内の車道に近接し歩行者

の通行に支障がない場所とし、道路管理者と協議すること。また、占

用許可がなされている電柱等への添加は、事前に電柱等の管理者と協

議すること。

② 占用物の取扱いについて、占用者の責任において法令を遵守し、適

切な管理を行うこと。

③ 市以外の者が占用許可を申請する場合においては、その団体内でカー

ブミラーの設置を決議していることを証する書面等の写し及び市交通

安全部署との協議記録を添付すること。

24. 市内駅前広場の行事等における占用

市内の駅前広場の行事等の使用については、適切な道路の管理を前提とし

ながらも、市民の触れ合い、交流が育まれる広場空間として、当道路空間

を活用して地域における賑わいの創出を図り、もって本市における地域発

展に資することを目的とするものに限り、当該項目の内容をもって許可す

ることとする。

（１）「駅前広場」の区域

行事等で占用を許可する駅前広場は、次の区域とする。

① 浦安駅前広場Ａ

② 浦安駅前広場Ｂ

③ 浦安駅前広場Ｃ

④ 新浦安駅前広場Ａ

⑤ 新浦安駅前広場Ｂ
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⑥ 新浦安駅前広場Ｃ

⑦ 舞浜駅前広場

なお、各区域の詳細については、巻末資料４「駅前広場」区域図を参照のこと。
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（２）使用区分

各駅前広場で行事等を実施する場合は、次の各号に該当するときに限り

占用許可によって、使用できるものとする。ただし、道路を継続的に占

用せず、単に道路を使用する行事等の場合は、占用許可に代えて道路上

作業届を市長に提出すること。

① 市が主催又は後援若しくは他の団体と共催する行事等に使用するとき。

② 災害等緊急事態の発生に対処するために使用するとき。

③ その他、市長が必要と認めるとき。

（３）使用時間

使用時間は、利用を開始する日の午前 9 時から利用を終了する日の午後

6 時までを原則とする。ただし、市長が必要と認めるときは、利用時間を

変更することができる。

（４）使用停止日

使用停止日は、次のとおりとする。ただし、市長が特に必要と認めると

きは、この限りではない。

① 12 月 29 日から翌年の 1 月 3 日までの日

② 公職選挙法に基づく選挙期間中

③ 前号に掲げるもののほか、市長が必要であると認める日

（５）手続き

① 行事等を主催、後援、共催する市担当部署が、事前に道路管理者に場

所の仮予約を行う。なお、仮予約は実施予定日の１２か月前からとする。

なお、申請する区域は（１）「駅前広場」の区域に定める単位とする。

② 行事等の主催者は、実施の 2 ヶ月前までに、道路占用許可申請書を作

成し、後援等を行う市担当部署に提出する。

③ 道路占用許可申請書の提出を受けた市担当部署は、速やかに申請内容

の確認を行ったうえで、道路管理者に提出する。

同一区域において実施日が重複する複数の行事等が予定された場合は、
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行事等を主催、後援、共催する市担当部署間において協議により決する

ものとする。ただし、災害時等緊急性があると認められる場合はこの限

りでない。

※巻末資料 5 駅前広場の行事等における手続きフロー のとおりとする。

（６）行事等の実施の条件

市長は、行事等の内容が次に該当する場合には占用の許可を行わない。

① 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあると認められるとき。

② 道路及びその付属物を損傷するおそれがあると認められるとき。

③ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77

号）第 2 条第 2 号に規定する暴力団の利益になるとき。

④ 道路交通上支障があると認められるとき。

⑤ その他市長が適当でないと認めるとき。

上記に規定するもののほか、スピーカーを用いる場合や楽器演奏などを

実施する場合には、あらかじめ周辺自治会に概要を周知し理解を得ること。

そのほか、行事等に係る第三者への対応は主催者及び市担当部署において

行うものとする。

（７）原状回復義務

行事等の実施者は、行事等で駅前広場の使用を終了したときは、直ちに

原状に復さなければならない。

（８）損害賠償

使用者は、施設等を損傷し、又は滅失したときは、これによって生じた

損害を賠償しなければならない。

（９）占用料

行事等の実施における占用料については、（１）「駅前広場」の区域に定

める単位とする。ただし、行事等を主催、後援、共催する市担当部署が減

免申請書を提出した場合にあって、道路管理者が相当と認める場合には減
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免することができる。

（10）権利譲渡の禁止

占用許可を受けた者は、その権利を譲渡し、又は転貸ししてはならない。

（11）法令の定め

行事等の実施に係るその他法令の定めについては、これを遵守すること。

25. 横断幕の占用

横断幕の占用については、次の各号に掲げるところによる。

① 原則として、市が掲出するものに限定する。

② 他の団体が掲出する場合においては、公共性が認められるものであり、市

担当部署において占用許可申請を行う物件に限り許可することができる。

③ 原則として、一時的なものとし、掲出期間は１か月とする。ただし、道路

管理者が認める場合は、この期間を超えて掲出することができる。

④ 掲出する横断幕は、風雨に耐えうる構造とするとともに、交通に支障を来

すことのないよう、占用者の責任において設置及び管理すること。

⑤ 横断橋には、広告物を掲出しないこと。

⑥ 許可申請前に、市担当部署が道路管理者に場所の仮予約を行うこと。

⑦ 市担当部署は、仮予約後速やかに占用許可申請書を提出すること。

⑧ 同一箇所で、複数の部署が設置を希望する場合は、担当部署間での協議に

よって決することとする。

26. 道路占用における留意点

「道路法等の一部を改正する法律(令和２年法律第 31 号)」により制

定された「道路法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係政令の整備に

関する政令」（令和２年 11 月 25 日施行）において定められた以下の制度に

ついて、道路占用において留意しなければならない。

① 歩行者利便増進道路

② 自動運行補助施設
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③ 特定車両停留施設関係

２ 商品置場、自動販売機、露店・売店、装飾ひさし、日除け、ベンチ、資機

材、のぼり、看板等、私的利用に供するものは原則として占用を許可しない。

３ 当該基準により難いもの、又は定めにないものについてはその都度、道路

管理者が定める。

４ 届出書は 巻末資料１ 道路占用許可申請書 を参照のこと。
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第５章 占用工事に伴う届出

１. 道路上作業届出書

道路占用に伴う簡易な作業(マンホールの嵩高調整に伴う簡易な掘削及び

復旧、マンホール蓋付近の擦りつけ直し、マンホール蓋の取替え（路盤整正

含む）、試験掘り（占用許可申請以前に実施する工事）、接地工事（電柱付近

の掘削及び復旧）、占用物件周りの掘削・復旧（地上機器・電柱等）)は、

「道路上作業届出書」を提出することで足りるものとする。

届出書は 巻末資料２ 道路上作業届出書 を参照のこと。

２. 工事完了届

１）道路占用工事完了後 10 日以内に「工事完了届」を提出すること。

電子メールによる提出も可とする。ただし、容量制限の都合上、１件に

添付できるファイル容量は５MB 以下とし、これを超える場合は複数回

に分けて送付すること。又、郵送による送付も併せて可とする。

添付資料としては以下のものを送付すること。

(1)完了届の表紙(申請者の氏名、住所などを記載したもの)

(2)カラー写真（施工前、施工中、施工後）

E-mail; dorokanri@city.urayasu.lg.jp

２）工事完了届提出後、市は浦安市宅地開発事業等に関する条例に基づく

完了検査及び施工状況に疑義がある場合等必要に応じて、現地検査を行

うものとし、施工不良と判断した場合には是正を指示するものとする。
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第６章 占用における舗装・埋設管の取扱い

１. 車道舗装断面構成

浦安市の道路における車道の舗装断面の構成は、主として以下の

３種類の舗装構造に分類される。

B 構造 幅員２ｍ以上の車道であり、下記 C,D 構造以外の全ての

箇所である。

C 構造 右図

D 構造 右図

ただし、中町・新町地域において、平成 23 年の東日本大震災の

影響による液状化に伴った災害復旧対策の箇所がある。

以下がその箇所である。

液状化対策構造 右図

上記構造の箇所においては、必要時に応じて施工時に確認すること。

なお、下記道路については、以下の管轄である。

：国道 国土交通省千葉国道事務所

首都高速道路

：千葉県道 千葉県葛南土木事務所

占用手続等に関しては、各管轄事務所にて対応を行う。

幹線道路においては、平成 23 年の東日本大震災以降、液状化対策

を行っている。

また、下水道災害復旧を実施した路線は石灰による改良土埋め戻し

（５％添加）を行っているので留意し、下水道課と調整する。

なお、必要に応じて、路床の CBR 調査に基づいた試験結果がある

場合、別途協議すること。

各舗装構造の断面を巻末資料 3 特殊構造、及び液状化対策構造に記す。
令和６年７月１日現在

旧県道

２号

１号

５号

３号

県道 276 号

県道 276 号

県道 276 号

２号
国道 357 号

５号

７号

４号 ９号

12 号

12 号

10 号

11 号

11 号

９号

２号

６号

６号

６号

県道 242 号

県道６号

：重要物流道路代替・補完路
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＜浦安市道路網図＞（参考）

※図面は令和６年３月末時点
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＜浦安市内で幹線道路以外の下水道災害復旧工事箇所＞
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以下が、各舗装構造の標準的な断面図であり、本復旧、及び仮復旧に関しては、原則として以下のように対応する。一部、異なる舗装があるので、現場にて確認のこと。

(単位;mm)
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（単位：mm）
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(単位：mm)

※幹線２号の一部・７号も液状化対策路線となっている。

※車道によっては、バックホウ攪拌、ＣＡＥによる液状化対策工法を行うこと。
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以下が、各舗装構造構成における根拠である。

構造詳細表

設計構造B構造 CBR３ TA２６．５０＞２６ ＯＫ！ 交通条件P.82

参照
CBR3

CBR6

名称 仕上厚 材名、規格、条件 密度 TA

アスファルト表層工 ５ｃｍ 再生密粒度アスコン最大粒径１３ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００ B交通(N5)

大型車 250 台

以上～1000 台

未満。※表層+

基層は最小 10

㎝

TAΣ26 TAΣ21

アスファルト基層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００

上層路盤工 １５ｃｍ 再生粒調砕石４０ｍｍ 修正CBR８０以上 ２．１００㎏／ｍ３ ５．２５

下層路盤工 ４５ｃｍ 再生砕石クラッシャーラン４０ｍｍ修正CBR３０以上 ２．０４０㎏／ｍ３ １１．２５

計 ７０ｃｍ ２６．５０

（参考①）等値換算係数a（P.79、〔注7〕、Ｐ.233）

設計構造C構造 CBR３ TA３５．２５＞３５ ＯＫ！ 交通条件P.82

参照
CBR3 CBR6

●表層、基層・・・1.00（排水性舗装、ＩＬＢも）

名称 仕上厚 材名、規格、条件 密度 TA ●上層路盤

アスファルト表層工 ５ｃｍ 再生密粒度改質最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００
C交通(N6)

大型車 1000 台

以上～3000 台

未満。※表層+

基層は最小 15

㎝

TAΣ35 TAΣ28

再生粒調砕石ＲＭ４0（修正ＣＢＲ80以上）・・・0.35

アスファルト中間層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００ ※セメント安定処理0.55、水硬性鉄鋼スラグ0.55

アスファルト基層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００ ●下層路盤

上層路盤工 １５ｃｍ 再生粒調砕石４０ｍｍ 修正CBR８０以上 ２．１００㎏／ｍ３ ５．２５ 再生砕石ＲＣ0-40（修正ＣＢＲ30以上）・・・0.25

下層路盤工 ６０ｃｍ 再生砕石クラッシャーラン４０ｍｍ修正CBR３０以上 ２．０４０㎏／ｍ３ １５．００ ※セメント安定処理0.25、鉄鋼スラグ・・・0.25

計 ９０ｃｍ ３５．２５

（参考②）補修の構造設計（P.89、Ｐ.93）残存ＴＡ0

設計構造D構造 CBR３ TA４５．２５＞４５ ＯＫ！ 交通条件P.82

参照
CBR3 CBR6

層 既設舗装材料 破損の状態 係数

名称 仕上厚 材名、規格、条件 密度 TA 表
層
・
基
層

加熱アスファル

ト

軽度→中度 0.9

アスファルト表層工 ５ｃｍ 再生密粒度改質最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００

D交通(N7)

大型車 3000 台

以上。※表層+

基層は最小 20

㎝

TAΣ45 TAΣ37

軽度→中度 0.85～0.6

アスファルト中間層工 ５ｃｍ 再生粗粒度改質最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００ 重度 0.5

アスファルト中間層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００ 上層

路盤

セメント安定処理

・水硬性粒調スラグ処理
0.55～0.3

アスファルト基層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００ 粒調砕石 0.35～0.2

上層路盤工 １５ｃｍ 再生粒調砕石４０ｍｍ 修正CBR８０以上 ２．１００㎏／ｍ３ ５．２５
下層

路盤

RC0-40、鉄鋼スラグ、砂

セメント（石灰）安定処理
0.25～0.15

下層路盤工 ８０ｃｍ 再生砕石クラッシャーラン４０ｍｍ修正CBR３０以上 ２．０４０㎏／ｍ３ ２０．００
セメントC0版

軽度又は中度 0.9

計 １１５ｃｍ ４５．２５ 重度 0.85～0.5

設計構造液状化対策構造 CBR12 TA２３．００＞２３ ＯＫ！ 交通条件P.82

参照
CBR3 CBR12

名称 仕上厚 材名、規格、条件 密度 TA

アスファルト表層工 ５ｃｍ 再生密粒度改質最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００
C交通(N6)

大型車 1000 台

以上～3000 台

未満。※表層+

基層は最小 15

㎝

TAΣ35 TAΣ23

アスファルト中間層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００

アスファルト基層工 ５ｃｍ 再生粗粒度アスコン最大粒径２０ｍｍ ２．３５０㎏／ｍ３ ５．００

上層路盤工 １０ｃｍ 再生粒調砕石４０ｍｍ 修正CBR８０以上 ２．１００㎏／ｍ３ ３．５０

下層路盤工 １８ｃｍ 再生砕石クラッシャーラン４０ｍｍ修正CBR３０以上 ２．０４０㎏／ｍ３ ４．５０

計 ４３ｃｍ ２３．００

※山砂等とは、山砂・再生砂・改良土の事である。

※歩道舗装は乗入れ部を除き、力学的根拠ではなく、経験及び施工性で決められた構造とする。（Ｐ．240）

舗装厚（表層・基層・路盤）は、設計ＣＢＲと交通量の区分により決める！
ＣＢＲとは路床・路盤の支持力を示す指数。設計ＣＢＲとは、アスファルト舗装厚を決定する場合に用いる路床の支

持力。修正ＣＢＲとは路盤材料や盛土材料の品質基準を表す指標。

ＣＢＲが３未満（浦安の多く）の軟弱な路床の場合には、盛土、安定処理工法および置換工法によって設計ＣＢＲ（路床のＣＢＲ）を 3

以上とする。日の出のように県企業庁がサンドコンパクション工法により路床改良で設計ＣＢＲ6 でも、復旧はこの断面で行わせてい

る！ＣＢＲは3以上しか表にない！

最小15㎝⇒

最小20㎝⇒

最小10㎝⇒

最大粒径の最小3倍⇒

RM30→RM40

建設物価ではRM40の方が安価なので

最小15㎝⇒
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（参考③）交通量の区分

昔の「アスファルト舗装要綱」
⇒

現在の「舗装設計便覧」（P.77） ※設計期間10年

区分 舗装計画交通量（大型車 台/日・方向） 区分 舗装計画交通量（大型車 台/日・方向）⇒1車線 アスファルト最少厚

Ｌ交通 100未満 ⇒
Ｎ1・2 40未満 4㎝

Ｎ3 40以上～100未満 5㎝

Ａ交通 100以上～250未満 ⇒ Ｎ4 100以上～250未満 5㎝

Ｂ交通 250以上～1,000未満 ⇒ Ｎ5 250以上～1,000未満 10㎝

Ｃ交通 1,000以上～3,000未満 ⇒ Ｎ6 1,000以上～3,000未満 15㎝

Ｄ交通 3,000以上 ⇒ Ｎ7 3,000以上 20㎝

（参考④）令和５年度交通量調査（R5.11.21平日・断面・方向別※バス合計＋大型貨物）より

道路名 幹線１号（猫実） 幹線２号（猫実） 幹線２号（堀江） 幹線３号（堀江） 幹線４号（東野） 幹線５号（鉄鋼通り） 幹線５号（富士見） 幹線６号（舞浜） 幹線６号（舞浜） 幹線７号（舞浜） 幹線９号（日の出） 幹線10号（高洲） 幹線11号（日の出） 幹線12号（明海）

大型車交通量（24時間） 792台/日 1,123台/日 1,539台/日 780台/日 715台/日 5,416台/日 890台/日 8,508台/日 1,936台/日 1,950台/日 2,305台/日 453台/日 448台/日 582台/日

（参考⑤）平成25年度交通量調査（H25.6.6平日・断面・方向別※バス合計＋大型貨物）より ※昼夜率1.33(一般都道府県道、市街地))を利用（道路構造令より）

道路名 幹線１号（猫実） 幹線２号（猫実） 幹線２号（堀江） 幹線３号（堀江） 幹線４号（東野） 幹線５号（鉄鋼通り） 幹線５号（富士見） 幹線６号（舞浜） 幹線６号（舞浜） 幹線７号（舞浜） 幹線９号（日の出） 幹線10号（高洲） 幹線11号（日の出） 幹線12号（明海）

大型車交通量（12時間） 535台/12ｈ 604台/12ｈ 686台/12ｈ 394台/12ｈ 2,621台/12ｈ 475台/12ｈ 3,787台/12ｈ 1,530台/12ｈ 1,747台/12ｈ 198台/12ｈ 222台/12ｈ

24時間換算 712台/日 803台/日 912台/日 524台/日 3,486台/日 632台/日 5,037台/日 2,035台/日 2,324台/日 263台/日 295台/日

将来交通量の伸び率に関しては、令和５年の交通量/平成25年の交通量とする。

なお、平成25年の交通量を測定していない箇所については、令和５年の結果のまま、舗装計画交通量とする。

（参考⑥）舗装計画交通量（平日・断面・方向別※バス合計＋大型貨物）より

道路名 ①幹線１号（猫実） ②幹線２号（猫実） ③幹線２号（堀江） ④幹線３号（堀江） ⑤幹線４号（東野） ⑥幹線５号（鉄鋼通り） ⑦幹線５号（富士見） ⑧幹線６号（舞浜） ⑨幹線６号（舞浜） ⑩幹線７号（舞浜） ⑪幹線９号（日の出） ⑫幹線10号（高洲） ⑬幹線11号（日の出） ⑭幹線12号（明海）

将来交通量伸び率 11.23% 39.85% 68.75% 48.85％ 55.23％ 40.82％ 68.91％ -4.86％ -9.32％ 72.24％ 51.86％

舗装計画交通量 881台/日 1,571台/日 2,597台/日 1,161台/日 715台/日 8,407台/日 1,253台/日 14,371台/日 1,842台/日 1,950台/日 2,090台/日 780台/日 680台/日 582台/日

構造判定（一車線換算） Ｂ構造（Ｎ5） Ｃ構造（Ｎ６） Ｃ構造（Ｎ６） Ｃ構造（Ｎ６） Ｂ構造（Ｎ5） Ｄ構造（Ｎ7） Ｃ構造（Ｎ６） Ｄ構造（Ｎ7） Ｃ構造（Ｎ６） Ｃ構造（Ｎ６） Ｃ構造（Ｎ６） Ｂ構造（Ｎ5） Ｂ構造（Ｎ5） Ｂ構造（Ｎ5）

備考 ※一部、液状化対策 ※一部、液状化対策 液状化対策 液状化対策 液状化対策 液状化対策 液状化対策

※路盤、路床の構成は、ＣＢＲ試験による結果を原則とすること。

普通道路標準荷重は49kN：車両制限令によって軸重10ｔ、1

輪5ｔを超えてはならないとされている。輪荷重5ｔを49 kN

と換算する。

液状化対策路線（幹線2号の一部・５号の一部・

６号・7号・9号・11号・12号）はＣＢＲ12

①幹線１号 ②幹線２号 ③幹線２号 ④幹線３号 ⑤幹線４号

⑥幹線５号 ⑦幹線５号 ⑧幹線６号 ⑨幹線６号 ⑩幹線７号

⑪幹線９号 ⑫幹線10号 ⑬幹線11号 ⑭幹線12号
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２. 歩道舗装断面構成

以下が、歩道舗装構造の断面図である。本復旧、及び仮復旧に関しては、原則として以下のように対応する。

なお、一部箇所において平成 23 年の東日本大震災の影響による液状化に伴った災害復旧対策を行っている。

上記該当箇所における復旧は、災害復旧による舗装構成通りに戻す。詳細は 87,88 頁を参照のこと。

(単位:mm)

（歩道舗装構成一般部）

歩道構造

名称 仕上厚 材名、規格、条件

アスファルト表層工 ５０ｍｍ
開粒度アスコン最大粒径１３ｍｍ又は

再生密粒度アスコン最大粒径１３ｍｍ※

路盤工 １５０ｍｍ 再生砕石クラッシャーラン４０ｍｍ修正 CBR３０以上

※「山砂等」とは、山砂・再生砂・改良土のこと。

※透水性舗装の復旧実施基準（平成１３年１月２９日道維第 306 号 各市町村長あて千葉県土木部長通達）

①引込管線類等の小規模掘削に係る箇所 ②掘削延長が一街区に満たない箇所（一街区とは、道路に区切られた家屋等の同一連たん区域を指し、概ね５０ｍ程度とする）。

③掘削部の両側に在来舗装の残余が生じ、且つ、道路補修事業計画及び有効性等を考慮して透水性舗装を施すことが適当でない場所 ④道路の表層が自然石、インター

ロッキングブロック等で舗装されている箇所 ⑤その他透水性舗装を施すことが適当でない箇所。

※アスファルト表層が開粒度の箇所においては、プライムコート及びタックコートは使用しないこと。



51

３. 埋設管

① 基本的な考え方について

今般の措置は、建設省道路局による学識経験者からなる「道路占用埋設物物件の浅層化技術検討

委員会」の管路等を地下に設ける場合における埋設の深さの検討の結果を踏まえ、現行制度の下で

管路等の埋設の深さを浅くしたものである。従って、原則として技術的検討において対象とされた

管路等に限り、道路構造及び管路等の双方に影響がないと評価された範囲内で、運用を行うことと

する。

⑦ 適用対象とする管路等の線種及び管径について

今般の措置の対象となる管路等の種類（規格）及び管径は、事業の種別ごとに右表に掲げるもの

とする。また、事業の種別ごとに、右表に掲げる管路等の種類（規格）以外のものであっても、右

表に掲げる管種と同等以上の強度を有するものについては、当該右表に掲げる管種の管径を超えな

い範囲内において、今般の措置の対象とすることができる。この場合、埋設を行う者は右表に掲げ

る管種と同等以上の強度を有することを道路管理者に証明するものとする。

なお、管径はいわゆる呼び径で表示されるものも含むものとする。

③ 適用対象となる事業と埋設深さについて

（１）電気、電気通信、水道、ガス、下水道事業

（ア）管路を車道の地下に設ける場合

管路頂部と路面との距離は、舗装の厚さに 0.3m を加えた値以下としないこと。ただし、電線

については、Ｐ0.1m)

B 構造箇所・・土被り 1.0m 以上(水道、ガス、下水道)、土被り 0.8m 以上(電気・電気通信)

C 構造箇所・・土被り 1.2m 以上(水道、ガス、下水道)、土被り 1.0m 以上(電気・電気通信)

D 構造箇所・・土被り 1.45m 以上(水道、ガス、下水道)、土被り 1.25m 以上(電気・電気通信)

（イ）管路を歩道の地下に設ける場合

管路頂部と路面との距離は、車道部分（その歩道に隣接した車道単部）の高さから 0.5m 以下

(水道、ガス、下水道)、及び下層路盤から 0.1m 以下(電気・電気通信)としないこと。

（１）ガス事業

・鋼管（JIS G 3452）

・ダクタイル鋳鉄管（JIS G 5526）

・ポリエチレン管（JIS K 6774）

（２）水道事業

・鋼管（JIS G 3443）

・ダクタイル鋳鉄管（JIS G 5526）

・硬質塩化ビニル管（JIS K 6742）

・水道配水用ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管（引張降伏強度 204kg f/c ㎡以上）

（３）下水道事業

・ダクタイル鋳鉄管（JIS G 5526）

・ヒューム管（JIS A 5303）

・強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ複合管（JIS A 5350）

・硬質塩化ビニル管（JIS K 6741）

・陶管（JIS R 1201）

（４）電気事業

・鋼管（JIS G 3452）

・強化ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ複合管（JIS A 5350）

・耐衝撃性硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管（JIS K 6741）

・ｺﾝｸﾘｰﾄ多孔管（管材曲げ引張強度 54kg f/c ㎡以上）

（５）電気通信事業等

・硬質塩化ビニル管（JIS K 6741）

・鋼管（JIS G 3452）

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

200mm 以下のもの

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

200ｍｍ以下で外径／厚さ＝

11 のもの

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

300mm 以下のもの

250mm 以下のもの

250mm 以下のもの

300mm 以下のもの

φ125×9 条以下のもの

75mm 以下のもの

75mm 以下のもの
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舗装復旧範囲 2024.12～
凡例

舗装の復旧範囲については、以下のとおりとする。 幅員Ｗ＝４．０ｍ以上の車道 幅員Ｗ＝４．０ｍ未満の道路 ：舗装掘削範囲

Ａ＋n≦Ｗ／２の場合 Ａ＋n≧Ｗ／２の場合 ：舗装影響範囲

Ａ，Ｂ：掘削幅

n：影響幅

Ｈ＝Ｗ／２ Ｈ＝Ｗ Ｈ＝Ｗ Ｗ：幅員

Ｈ：舗装復旧幅

A A

A

B B B

影響幅≧n＋Ｂ＋n 影響幅≧ｎ＋Ｂ＋ｎ 影響幅≧n＋Ｂ＋n

複数車線の場合 歩道
道路法施行規則（昭和27年建設省令第25号）第４条の４の６、７に基づいて対処すること。

Ａ＋ｎ≧Ｗ／車線数の場合
掘削影響幅についてはn=k・ｔ (n:影響幅、k:係数（Ce,Co;1.4、As;1.0)、t:掘削部分の路盤厚）

Ｈ＝次の車線まで Ｈ＝Ｗ
注意事項

※浦安市において道路掘削は原則として土留め掘削とする。

※既存の目地との距離が1.0ｍ（Ｃ構造規格以上は3.0ｍ）未満の場合は、その目地までとする。

※堀山が複数の場合、その頂点間が1.0ｍ（Ｃ構造規格以上は3.0ｍ）未満の場合、復旧は連続処理とする。

※本復旧・仮復旧時には、水道工事は(水)、ガス工事は(G)、電気工事は(E)の白色マーキングをすること。

※マンホール修繕の際、パラボラ工法による舗装復旧も可能とする。

土留め掘削の場合

A A

※視覚障がい者誘導用ブロック
（JIS T9251）

B B

影響幅≧ｎ＋Ｂ＋ｎ 影響幅≧ｎ＋Ｂ＋ｎ ※一般歩道部n=300

※Ｂ構造の場合n=600

W

H

堀山から道路センターまでの離隔がn(B構造の場合600mm）以
上取れている場合は、半面を台形で復旧することを原則とす
る。

堀山から道路センターまでの離隔がｎ（B構造の場合600mm）
未満の場合、もしくは堀山が道路センターを過ぎている場合
は、全面をダイヤ形で復旧することを原則とする。

幅員４．０ｍ未満の道路は、堀山の寸法・形状に関わらず全面
を平行四辺形で復旧することを原則とする。

W

道
路
境
界

車線幅又は舗装幅

基 層

上層路盤

下層路盤

路 床
堀山から次路線の区画線までの離隔がｎ（B構造の場合600mm）以上取れている場合
は当該車線まで復旧。離隔が600mm未満の場合は次車線までを復旧。形状はダイヤ
形で復旧することを原則とする。

歩道は、堀山の寸法・形状に関わらず全面復旧することを原則とするが、Ｗ＝４ｍ
以上の場合や自転車通行帯がある場合などは別途協議する。
なお、切下げ部を掘削する場合は、切下げ部の全幅復旧を原則とする。
視覚障がい者誘導用ブロックを復旧する場合は原則、直線的配置とする。

道
路
境
界

影響幅 掘削幅 影響幅

表 層

ｎ

30°30°

ｎ

ｎ ｎ n

n

60° 60° 60° 60°

60° 60°

離隔ｎ以上の場合は2車線まで。離隔ｎ未満の場合は3

車線まで。

ｎ ｎ

A

A A

A

A

ｎ ｎ

n

n

60°

45°45°

４. 舗装復旧範囲

復旧範囲については、以下の通りとする。



「巻末資料」

巻末資料１ 道路占用許可申請書



巻末資料 2 道路上作業届出書





【舗装構成図等 配置一覧】

※この他特殊な舗装構成箇所があるため、

詳しくは、お問い合わせください。

巻末資料３ 特殊構造、及び液状化対策構造



○

再生砕石クラッシャーラン

ＲＣ０－４０

川砂又は山砂

掘 削 幅

○

川砂又は山砂

掘 削 幅

本

復

旧

に

転

用

本復旧の際撤去

５０

１５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

復旧構造（歩道） （単位 ｍｍ）

仮復旧構造

本復旧構造

５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

分

本復旧施工分

表層：開粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

再生砕石クラッシャーラン
ＲＣ０－４０

下層路盤：2.040kg/m3、TA=11.25

３００以上 ３００以上

土
被
り
５
０
０
以
上

※ 土被り：隣接車道単部より５００以上

※ 一部切下げ部は再生密粒度13

１５０

（※下水道工事の場合は
路床は改良土とする）

再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

※常温合材は認めない。



○

同 上

同 上

同 上

再生砕石クラッシャーラン
ＲＣ０－４０

川砂又は山砂

掘 削 幅

○

同 上

同 上

再生砕石クラッシャーラン RC0-40

下層路盤：2.040kg/m3、TA=11.25

川砂又は山砂

掘 削 幅

本

復

旧

に

転

用

１００

本復旧の際撤去再生粒調砕石（ＲＭ4０）

５０
５０

１５０

１５０

１５０

１５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

復旧構造 Ｂ （単位 ｍｍ）

仮復旧構造

本復旧構造

５０
５０

１５０

４５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

分

本
復
旧
施
工
分

本復旧施工分

上層路盤：再生粒調砕石
RM40 2.100kg/m3、TA=5.25

６００以上

表層：再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

６００以上

（下水道工事の場合改良土とする）

（下水道工事の場合改良土とする）

再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

※常温合材は不可とする。

※幹線道路は改質Ⅱ型とする。



○

砕石クラッシャーラン(C0-40)

川砂又は山砂

掘 削 幅

本

復

旧

に

転

用

１５０

本復旧の際撤去

再生粒調砕石（ＲＭ４０）

５０

１５０

１５０

１５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

復旧構造 Ｃ （単位 ｍｍ）

仮復旧構造

同 上

同 上

同 上

１５０

１５０

本復旧施工分

同 上

１００

○
川砂又は山砂

掘 削 幅

１５０
５０

１５０

１５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

分

本復旧構造

同 上

同 上

１５０

１５０

同 上

５０
５０

１５０

７５０

表層：再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

中間層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

再生砕石クラッシャーランRC0-40

下層路盤：2.040kg/m3、TA=15.00

上層路盤：再生粒調砕石
RM40 2.100kg/m3、

６００以上６００以上

（下水道工事の場合改良土とする）

（下水道工事の場合改良土とする）

再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

※常温合材は不可とする。

※幹線道路は改質Ⅱ型とする。



○

同 上

同 上

再生砕石クラッシャーラン
(RC0-40)

川砂又は山砂

掘 削 幅

本

復

旧

に

転

用

２００

本復旧の際撤去

再生粒調砕石（ＲＭ４０）

５０

１５０

１５０

１５０

１５０

５０以上

仮

復

旧

施

工

復旧構造 Ｄ （単位 ｍｍ）

仮復旧構造

本復旧構造

同 上

同 上

同 上

１００

１００

１５０

１５０

○

同 上

同 上

川砂又は山砂

掘 削 幅

２００
５０

１５０

１５０

１５０

５０以上

本復旧施工分

同 上

同 上

１００

１００

１５０

１５０

５０
５０

５０

１５０

８００

仮

復

旧

施

工

分

同 上

同 上

表層：再生改質密粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

中間層：再生改質粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

再生砕石クラッシャーランRC0-40
下層路盤：2.040kg/m3、TA=15.00

上層路盤：再生粒調砕石
RM40 2.100kg/m3、TA=5.25

６００以上６００以上

中間層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

（下水道工事の場合改良土とする）

（下水道工事の場合改良土とする）

再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

※常温合材は不可とする。

※幹線道路は改質Ⅱ型とする。



○

同 上

同 上

再生砕石クラッシャーラン
(RC0-40)

川砂又は山砂

掘 削 幅

本

復

旧

に

転

用

２００

本復旧の際撤去

再生粒調砕石（ＲＭ４０）

５０

１５０

１５０

１５０

１５０

５０以上

仮

復

旧

施

工

復旧構造 Ｄ （単位 ｍｍ）

仮復旧構造

本復旧構造

同 上

同 上

同 上

１００

１００

１５０

１５０

○

同 上

同 上

川砂又は山砂

掘 削 幅

２００
５０

１５０

１５０

１５０

５０以上

本復旧施工分

同 上

同 上

１００

１００

１５０

１５０

５０
５０

５０

１５０

８００

仮

復

旧

施

工

分

同 上

同 上

表層：半たわみ性アスファルト混合物Ⅱ型最大20mm、セメントミ
ルク配合

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

中間層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

再生砕石クラッシャーランＣ０－４０
下層路盤：2.040kg/m3、TA=15.00

上層路盤：再生粒調砕石
RM40 2.100kg/m3TA=5.25

中間層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

６００以上６００以上



2-33号線（中央公民館前・みなと線）インターロッキング復旧図

（単位 ｍｍ）

インターロッキング

サンドコンパクション

再生粒調路盤 RＭ４０

３０

１００

（材料メーカー）

スプリットン工業（株）

０４７－３８１－０６６１

インターロッキング

上層路盤:再生粒調砕石（RＭ４０）

３０

１５０

（歩道部）
８０

５０Ａ Ｓ

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０）

４００

８０

（車乗入れ部）

サンドコンパクション

インターロッキング部

１００

２００

☆中央公民館前☆

☆みなと線☆

サンドクッション

上層路盤 （ＲＭ－４０）

８０

３０

１００

（材料メーカー）

マチダコーポレーション

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○既設路盤

２６０

透水性インターロッキング
ブロック（エコマーク）

☆車道☆

○

○
○
○

☆歩道☆

敷砂マット

上層路盤
（ＲＭ－４０）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

既設路盤
○

○
○
○

再生密粒度ＡＳ

ﾏﾙﾁｽﾘｯﾄ側溝

排水性ＡＳ ５０

５０

５０

1５０

２００

０４３－２３９－０１９３

５０開粒度ＡＳ

※猫実２丁目側歩道はコンクリート舗装（ｈ＝10ｃｍ・無筋）



（単位 ｍｍ）

インターロッキング

敷 砂

路盤 ＲＭ４０

３０

１００

幹線１号（宮前通り）、しおかぜ緑道等ILB復旧図

（ILB材料メーカー） 幹線１号 ﾏﾁﾀﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(株）

０４３－２３９－０１９３

しおかぜ緑道 興建産業(株）

０３－５２８１－１２１１

インターロッキング

敷 砂

上層路盤:再生粒調砕石（ＲＭ４０）

２０

１５０

（歩道部）

８０

５０Ａ Ｓ

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（ＲＣ０-４０） ４００

８０

（車道部）

※しおかぜ緑道 車止め：㈱サンエス

０４３－２６６－７３１１

・短い：GK-002B 固定式

・長い：GK-407B 固定式

※宮前通りは旧製品廃盤のため、上記会社製品を。
ﾉｰﾏﾙｲﾝﾀｰ：ｼﾙﾊﾞｰSv-1・2・3





北栄 市道第１-68号線復旧図

（単位 ｍｍ）

※準コミュニティー道路（京葉ガス脇）

ＩＬＢ

敷 砂

路盤 ＲＭ４０

６０

２０

１００

歩道（一般部）

（材料メーカー）

ＩＬＢ 太平洋プレコン工業㈱

０３－３３５０－０６８１

横断防止柵

ＩＬＢ

敷 砂

再生粗粒ＡＳ（20）

路盤 ＲＭ４０

８０

２０

１００

５０

歩道（車乗り入れ部）

（材料メーカー） 朝日スチール工業㈱

０８７－８３３－５１５１



新中通り(A:やなぎ通り～みなと線) 復旧図
（単位 ｍｍ）

保水性コンクリート平板

敷 砂 ３０

１００

（材料メーカー）

日本興業（株）

０３－５４４４－７８３０

２０

１９０

（一般歩道部）

８０

８０

１００

６０

（車乗入れ部）

コンクリート平板

（メイン車道）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ

再生密粒度ＡＳ ５０

５０

1５０

遮断砂層 ５０

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○再生クラッシャーラン（RM４０）

保水性コンクリート平板

敷 砂

開粒度ＡＳ

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ４０） 1５０

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

置換層：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ１０） ６４０

【歩 道】

【車 道】

（区画道路（W=4.0ｍ、4.5ｍ、6.0ｍ））

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ

５０

５０

1２０

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ４０） 1２０

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○ ○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

置換層：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ１０）

６４０

再生密粒度ＡＳ

車道
歩道

CL

：表層（再生密粒度）
：基層（再生粗粒度）

歩道

2,500

3,500 3,500

2,500

12,000

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

1.0％1.0％ 2.0％ 2.0％

設計CBR：3％

☆メイン道路☆

第4種第4級
※令和５年10月２日開通

1,000

自転車通行空間

1,000

透水性シート（9.8KN/㎡）
透水性シート（9.8KN/㎡）

電線 電線
● ●

遮断砂層

○

○

○

○

○

○

○

○
○上層路盤:再生粒調砕石（RＭ４０）

上層路盤:再生粒調砕石
（ＲＭ４０）

上層路盤:再生粒調砕石
（ＲＭ４０）



（単位 ｍｍ）

透水性コンクリート平板

敷 砂 ３０

１００

（材料メーカー）

日本興業（株）

０３－５４４４－７８３０

上層路盤:再生粒調砕石（RＭ４０）

３０

１５０

（一般歩道部）

８０

５０

３５０

６０

（車乗入れ部）

コンクリート平板

（メイン車道）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ

排水性ＡＳ ５０

５０

1５０

透水性シート（厚10mm 9.8KN/㎡） １０

遮断砂層 １００

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○再生クラッシャーラン（RＣ０-４０）

透水性コンクリート平板

敷 砂

開粒度ＡＳ

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０） 1５０

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

置換層：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０） ８７０

【歩 道】

【車 道】

（区画道路（W=4.5ｍ））

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ

５０

５０

1２０

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０） 1２０

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○ ○

○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

置換層：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０）

６１０

再生密粒度ＡＳ

車道側溝 側溝 歩道CL

：表層（排水性）

：基層（不透水性）粗粒度

歩道

3,000 400 2,600 2,600 400 3,000

12,000

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

1.0％1.0％ 1.5％ 1.5％

設計CBR：3％

☆メイン道路☆

第4種第4級

新中通り(B:みなと線～５番通り) 復旧図
※平成25年12月15日開通

遮断砂層

電線 電線
● ●

上層路盤:再生粒調砕石
（ＲＭ４０）

上層路盤:再生粒調砕石
（ＲＭ４０）



本

復

旧

に

転

用

仮

復

旧

施

工

仮

復

旧

施

工

分

市道第2－33号線（みなと線猫実2丁目側）：復旧構造（歩道）

仮復旧構造

掘 削 幅
本復旧の際撤去

（単位 ｍｍ）

５０

１５０

３００以上

再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00 

※常温合材は認めない。

土
被
り
５
０
０
以
上

※ 土被り：隣接車道単部より５００以上

※10ｍ以上掘削する場合は通常の開粒度舗装、スポット掘削ならコンクリート舗装とする

本復旧構造

３００以上 掘 削 幅 ３００以上

（※下水道工事の場合は
路床は改良土とする）

１００ 表層：コンクリート舗装（18-8-20無筋）

１００

切下げ部分
○戸建駐車場（１台駐車場）
表層：開粒度 ５０
再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ ２００ 
となります。
また。周囲の状況によって、
表層を再生密粒度となる場合
もあります。

○ﾏﾝｼｮﾝ及び事業者等駐車場
表層：再生密粒度 ５０
基層：再生粗粒度 ５０ 
再生粒度調整砕石 １５０
再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ １５０ 
となります。

３００以上

本復旧施工分

再生砕石クラッシャーラン

ＲＣ０－４０

川砂又は山砂

○

再生砕石クラッシャーラン
ＲＣ０－４０

下層路盤：2.040kg/m3、TA=11.25

川砂又は山砂

○



2-90号線（郷土博物館前歩道）透水性コンクリート舗装復旧図

（単位 ｍｍ）

（材料メーカー）

㈱佐藤渡邊

（一般歩道部）

Tel 043-265-8412○

○

○

○
○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○既設路盤（ＲＣ０－４０）

５０

１００

透水性ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(ﾊﾟｰﾐｱｺﾝ：グレー)

（一般車両乗入れ部）

○

○

○

○
○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○既設路盤（ＲＣ０－４０）

１００

１００

透水性ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装(ﾊﾟｰﾐｱｺﾝ：グレー)



幹線4号（市役所前）復旧図
（単位 ｍｍ）

透水性平板ブロック
（300*300*80）

敷砂(モルタル1：3)

再生砕石クラッシャーラン
RC0-40

８０

３０

１００

９０

歩道（一般部）

（材料メーカー）

透水性平板ブロック 日本興業(株）

０８７－８９４－８１３０

車道部

※バス停部は半たわみ性（t=50）

令和元年７月供用

○
川砂又は山砂

１５０
５０

１５０

１５０

３００以上

同 上

同 上

１５０

１５０

同 上

５０
５０

１５０

９００

表層：再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00※

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

中間層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

再生砕石クラッシャーランRC0-40

下層路盤：2.040kg/m3、TA=15.00

上層路盤：再生粒調砕石
RM40 2.100kg/m3、

６００以上６００以上

※ＡＳ合材は溶融スラグ入りとする。

○
○
○

○
○
○

○ ○

○
○
○

○
○
○

○ ○

表層：再生密粒度

基層：再生粗粒度

再生砕石クラッシャーラン

（ＲＣ０ー４０）

再生安定処理AS（30）

５０

５０

１００

１００

歩道（車乗り入れ部）

○
○
○
○

○
○
○
○

○

○

○

○

表層：開粒度

再生砕石クラッシャーラン
（ＲＣ０ー４０）

１５０

５０

※表層はストリートプリント（ステンシルボンド）

トミナガコーポレーション

０４７－７１１－５１４５

歩道（公園一般部）

再生砕石クラッシャーラン
RC0-40

透水性平板ブロック
（300*300*60）

敷砂(モルタル1：3)

再生砕石クラッシャーラン
RC0-40

６０

３０

１００

歩道（公園車乗り入れ部）



1-42号線（ビッグウエスト脇）平板ブロック復旧図

（単位 ｍｍ）

サンドクッション（モルタル１：３）

６０

３０

（材料メーカー）

道路維持係と協議

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○ ○

○

○
○
○既設路盤（RＭ－４０）

土被り７００

目地 ３ｍｍ

平板ブロック[御影石](300*600*60)

雨水管（ヒューム管φ1000）○

３００

６００



新浦安駅北口歩道橋舗装 復旧図

（単位 ｍｍ）

（トップコート材料メーカー）

神東塗料㈱

３０

C

既設均しモルタル

既設床版

改質Ⅱ型 再生密粒度アスコン１３mm

薄層カラー舗装（RPN‐501）

☎047-450-3181

※令和４年施工

プライムコート（PK‐3）

（断面図）

（平面図）

７００

４４００

７００

薄層カラー舗装

名 称

青系 RPN-501

グレー系 RPN-501

色素番号

Ｋ６５－６０Ａ

Ｋ２２－６０Ｄ



C

Ж方 針Ж

○日の出・明海地区の歩道ILB舗装、玉砂利舗装箇所は順次、カラー舗装で復旧していく。

○カラー舗装はﾏﾝｾﾙ値：10YR9/3(日塗工色番号19-90F)のクリーム色を基本とする。

○カラー舗装は車両乗入れ部を除き、現状復旧とする。

※但し、路線一帯ではない部分的な復旧の場合は現状復旧とする。

（カラー舗装・ILB舗装・玉砂利舗装） （単位 ｍｍ）

日の出・明海地区歩道舗装 復旧図

（材料メーカー）

不明

インターロッキング

敷 砂

路盤 ＲＭ４０

３０

１００

インターロッキング

敷 砂

上層路盤:再生粒調砕石（ＲＭ４０）

３０

１５０

（一般部）
８０

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（ＲＣ０-４０） １５０

６０

（乗入れ部）

（明海三井ガーデンホテル付近歩道部）

（明海望海の街郵便局付近歩道部）

１５０

５０

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（ＲＣ０-４０）

３００以上

○

※表層は開粒度ASに赤色カラーを塗布

※乗入れ部は必要に応じ、再生密粒度とする

※現状復旧の場合

（幹線９号、12号などのカラー舗装歩道部）

C

１５０

５０

路盤 再生砕石RC-４０

開粒度アスコン１３mm

（材料メーカー）

☎03-3562-9286

常盤工業㈱

「ポーラスカラー」（舗装面往復吹付塗装）

塗布量 ８㎏/㎥

※乗入れ部は再生密粒度２層or半たわみ（ホテルなど）

※回転広場含む

カラー舗装吹付

開粒度AS最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

特注色塗装 ※クリーム色

ただし、マンセル値10YR9/3（日塗工色番号19-90F）とする。



明海小付近 ブロック復旧図

（単位 ｍｍ）

敷砂

路盤 再生粒調砕石RＭ-４０

３０

５０

（材料メーカー）

不明

（歩道部）

６０インターロッキングブロック

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度アスコン２０mm

１００



1-44号線（佃甚ビル脇）ブロック復旧図

（単位 ｍｍ）

敷砂

路盤 再生粒調砕石RＭ-４０

３０

５０

（材料メーカー）

東洋工業（株）

０２９７－６４－６３８８

（歩道部）

８０透水性平板ブロック（300*300*80,150*150*80）

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度アスコン２０mm

１００

３００ ５
※歩車道境界ブロック（擬石）も同ﾒｰｶｰ

目地モルタル

（株）カイエーテクノ

０４３－２３３－９０９９

※V型側溝蓋



レンガブロック（220*110）

敷 砂

再生粗粒ＡＳ（20）

路盤 ＲＭ４０

５０

３０

１００

５０

歩道（一般部・車乗入れ部）

（材料メーカー）

レンガブロック 黒崎播磨(株）

０６－６４４１－９３５５

歩車道・植栽ブロック 東洋工業(株）

０３－５６１５－７２３０

インターロッキング（235*115）

敷 砂 ２０

８０

５０再生粗粒ＡＳ（20）

車道ハンプ部

路盤 ＲＭ４０

一部、交差点部は”ロールドアスファルド舗装” （青・黄）

１５０

東洋工業(株）

０３－５６１５－７２３０

※特殊な街きょ 吉野理化 ０３－５２９６－２８０１

（株）カイエーテクノ

０４３－２３３－９０９９

※V型側溝蓋

※車止めは北勢工業 ０４３-２６５－８２５１

一部、交差点直近部は半たわみ性舗装（t=50）

※㈱NIPPO ０４７－４９５－４６００

（材料メーカー）

東洋工業（株）

０３－５６１５－７２３０

※歩車道境界ブロック（擬石）も同ﾒｰｶｰ

1-55号線（洋服の青山脇）ブロック復旧図

1-48号線（西友脇ロードピア）ブロック復旧図
1-53号線（ダイエー脇）ブロック

北栄地区ロードピア レンガ・ILBブロック復旧図
（単位 ｍｍ）

【横路線】平成４年度～施工

現 況

【縦路線】平成15年度～17年度施工

レンガブロック（220*110）

敷 砂

再生粗粒ＡＳ（20）

路盤 ＲＭ４０

５０

３０

１００

５０

改 修

レンガブロック（220*110）

敷 砂

再生粗粒ＡＳ（20）

路盤 ＲＣ４０

８０

２０

１００

５０

３００以上

○

※24条切下げ申請時や維持工事の場合。占用工事や一時施工は対象外。

（材料メーカー）

東洋工業（株）

０３－５６１５－７２３０

色は現地確認し、同等色（赤・黄・茶系）とすること

※1-71号線のみAS R６施工

一部、路肩部は”ストリートプリント舗装” （ﾋﾟｭｰﾀｰ灰）

※ﾄﾐﾅｶﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ㈱関東支社 ０４７－７１１－５１４５



○

再生砕石クラッシャーラン
(RC0-40)

川砂又は山砂

掘 削 幅

本

復

旧

に

転

用

１５０

本復旧の際撤去

再生粒調砕石（ＲＭ４０）

５０

１５０

１５０

１５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

排水性舗装標準図 （Ｃ構造） （単位 ｍｍ）

仮復旧構造

同 上

同 上

同 上

１５０

１５０

同 上

１００

○
川砂又は山砂

掘 削 幅

１５０
５０

１５０

１５０

３００以上

仮

復

旧

施

工

分

本復旧構造

同 上

同 上

１５０

１５０

同 上

５０
５０

１５０

７５０

表層：高機能強化型排水性舗装13mm、DS4,000以上(一般部。交差
点部は5,000以上)

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

中間層：再生密粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝＲＣ０－４０

下層路盤：2.040kg/m3、TA=15.00

上層路盤：再生粒調砕石
ＲＭ４０ 2.100kg/m3、TA=5.25

６００以上６００以上

排水網詳細

排水ﾄﾞﾚｰﾝφ20 ctc=10～15m

車道路肩 路側 歩道CL

排水ﾄﾞﾚｰﾝφ20 ctc=10～15m

排水ﾄﾞﾚｰﾝφ20(横)

100
：表層（排水性）

：基層（不透水性）密粒 100

排水部詳細

○○ ○

100

集水帯 中間層（不透水性）

表層（排水性）

排水ﾄﾞﾚｰﾝφ20 ctc=10～15m

集水枡

ﾀｯｸｺｰﾄ：付着改善型Ａｓ乳剤(高粘度改質Ａｓ乳剤)

※区画線については、排水性舗装対応白線とする！



当代島（旧県道） 復旧図
（単位 ｍｍ）

（材料メーカー）

インフラテック（株）東京支店

０３－６２０５－４２８２

（一般歩道部）

FRC製レインスルー

上層路盤
（ＲＭ－４０）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ

高機能強化型排水性ＡＳ ５０

５０

1５０

下層路盤:再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０） 1５０

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

○

○
○
○

置換層：再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ
（RＣ０-４０） ８７０

【歩 道】 【車 道】

車道ライン導水ブロック CL

：表層（高機能強化型排水性）切削
：基層（不透水性）粗粒度

透水性蓋

1,070～2,449 2,750 2,750 950～1,690

7,980～12,160

○

1.0％1.0％ 2.0％ 2.0％

平成22～29年度施工

☆拝み勾配区間☆

○

ライン導水ブロック

（材料メーカー）

㈱イトーヨーギョー

０３－５６２３－５１３２

ライン導水ブロック

透水性蓋

○
３０ モルタル（1：3）

５０

３００

２２５

1００

２０５

７０

基礎砕石（RC-40）

【導水縁石（切下げ部）】

路盤
（ＲC－４０）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

開粒度ＡＳ ５０

1００

（乗入れ部）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ

再生密粒度ＡＳ ５０

５０

1８０
路盤

（ＲC－４０）

φ１２５※標準部はφ１５０
ガラス繊維
ネット
（400用）

【透水性蓋 U400】

FRC製埋設
蓋（400A）

４８０

５００

○
表層AS

FRC製埋設蓋（400A）

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

○
○
○

【管理用グレーチングU400 T-14】

※10ｍ毎に1箇所

1,000

520



レンガブロック、インターロッキング等復旧図
（単位 ｍｍ）

船圦緑道（歩道・車道）：インターロッキング断面図

敷砂

再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（ＲＣ0-40）

サンドクッション（モルタル１：３）

上層路盤 （RＭ－４０）

８０

２０

１００

６０

３０

１５０

（材料メーカー）

アイエルビー㈱

東西線浦安駅前：透水性ブロック断面図
（材料メーカー）

ランド資材㈱
０４３６－２０－６６７５

再生アスファルト（再生粗粒） ５０

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○既設路盤

２５０

空目地（ｱｽﾞｻﾝﾄﾞ）

２４０

○
○

○

○

○
○
○

○
○

○

○

○ ○

透水性平板ブロック(300*300*60)

インターロッキングブロック

０３－３８１５－１７１１

☆排水機場側☆

☆旧県道側☆

サンドクッション

上層路盤 （ＲＭ－４０）

８０

２０

１００

（材料メーカー）

岩本建材工業㈱

開粒度アスファルト ５０

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○
○既設路盤

２５０

透水性インターロッキングブロック

☆車道☆

○

○
○
○

☆歩道☆

敷砂マット（０．７mm）

上層路盤
（ＲＭ－４０）

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○

○
○

○
○ ○

○
○○

○

○
○

○
○

○

○

○

○
○

○

既設路盤
○

○
○
○

再生密粒度ＡＳ

ﾏﾙﾁｽﾘｯﾄ側溝

高粘度排水性ＡＳ ５０

５０

５０

1５０

1０

２０

０３－３６３７－５４９５

※平成18年施工の稲荷神社参道

（材料メーカー） 黒崎播磨㈱

０４２－３２１－７５５２

透水性磁器質セラミック舗装材（ポ
ーラスロード）で歩車道ともh=80mm採
用。透水性ＡＳベースh=50mm＋クッシ
ョン砂20mmとした。
車道：薄灰色 歩道：赤系

製品名：タマパーム
Ｇｓ-Ｓｅｒｉｅｓ：G16ｲｴﾛｰ

透水シート

透水シート

※平成21年度～

☆車道は再生密粒度を表層として３層☆

☆歩道☆

(一般部) (乗入れ部)交番前・ディズニー通り入口

敷砂

再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（ＲＣ0-40）
○

○

○

○

○
○
○

○
○

○

○

○ ○

透水性平板ブロック(300*300*80)

透水シート

透水シート

開粒度アスファルト

８０

１００

１５０

３０



東西線浦安駅せせらぎ広場：特殊舗装断面図

コンクリート洗い出し・特殊骨材

再生砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ（ＲＣ0-40）

３０

６０

１５０
（材料メーカー）

東洋石材㈱
０３－３８７４－３４７１

２４０

○
○

○

○

○
○
○

○
○

○

○

○ ○

コンクリート（普通骨材）

広場舗装Ａ

緑６０％、白４０％

緑御影粉砕石
白御影粉砕石

猫実川

護岸カルバート

○○ ２２

SEIYU

市道第１-76号線

東西線浦安駅ＳＥＩＹＵ前歩道：特殊舗装断面図

（単位 ｍｍ）

インターロッキング

敷 砂

路盤 ＲＣ４０

３０

１００

（ILB材料メーカー） ﾏﾁﾀﾞｺｰﾎﾟﾚｰｼｮﾝ(株）

０４３－２３９－０１９３

（歩道部）

８０

○
○

○

○

○
○
○

再生粗粒度ＡＳ ７０



歩 道 切 下 げ 等 に 伴 う 舗 装 復 旧 断 面 図

戸建駐車場（１台の出入り）

※周囲の状況により、表層を
再生密粒度とする。

※切下げ部に占用物件が埋設
されている場合は、防護措置
を講じること。

マンション及び事業者等
駐車場

※切下げ部に占用物件が埋設
されている場合は、防護措置
を講じること。

５０

２００

５０

５０

１５０

１５０

Ｄ１３ ２００ピッチ

重交通部（ガソリンスタンド等）

※状況によって、半たわみ性舗
装を含む４層仕上げも可能とす
る。

※切下げ部に占用物件が埋設
されている場合は、防護措置
を講じること。

※MD-B1型

60
30

70

205

生コンクリート
○ ○

５０

２００

１５０

１５０

50

100

※１本斜とする。幹線道路ではＬ型一体（2ｍもの推奨）
（国交省L型Ⅱ型：MD-B1型orMD-B2型）

※横断歩道部はMD-B1型、すりつけはMT-B1型(尻上り) 

※切下げ部は原則として下記構造のとおりとする。

※一部８％

※根入５ｃｍ

街渠Co（18-8-25）

※この下、砕石は10ｃｍ

※縦断方向については、施工部分を復旧範囲とする。
※横断方向については、歩道幅員のうち歩道際から２ｍの範囲内に掘削部分が
ある場合には、全幅復旧を原則とする。

表層：開粒度

○○ ○○
○再生砕石クラッシャーラン○
○ （ＲＣ０ー４０） ○
○○ ○○

表層：再生密粒度

基層：再生粗粒度
○○ ○○
○ 再生粒度調整砕石 ○
○
○○ ○○

○○ ○○
○再生砕石クラッシャーラン○
○ （ＲＣ０ー４０） ○
○○ ○○

○（ＲＭ４０）

※マウンドアップ部

（１８－８－２０）

○同 上

○○ ○○
○再生砕石クラッシャーラン○
○ （ＲＣ０ー４０） ○
○○ ○○
○○ ○○
○
○ ○
○○ ○○



点字ブロック復旧図

（単位 ｍｍ）

コンクリートブロック

断面図

○○
○

○
○ 路盤

○
○○ 砕石ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ(RC-40)

○
○

２０

JIS「視覚障害者誘導用ブロック等の突起の
形状・寸法及びその配列」Ｔ9251

５列以上

５
列
以
上

３
０
０
m
m
以
上

点状ブロック 線状ブロック

４本以上

３
０
０
m
m
以
上

目地モルタル（６mm） １：３

クッション砂

ブロック車道部８０
歩道部６０

エラスタイト（収縮緩衝材）

平面図

AS部

AS部

民地との離れ６０㎝以上

目地モルタル（６mm） １：３
エラスタイト（収縮緩衝材）１０ｍに１箇所

★出入口、ＩＬＢ、コンクリート部など★

「点字樹脂プレート」（アイリード）
大光ルート産業㈱ ℡ 03-5375-6031



横断勾配１％以下

縦断勾配５％以下

バリアフリー構造図

特殊ブロックを用いた切り下げ図





（単位 ｍｍ）

敷きモルタル

路盤 ｾﾒﾝﾄｱｽﾌｧﾙﾄ乳剤安定処理

２０

５０

（材料メーカー）

（株）ニットー 東京office

０３－５２２８－６０２１

（車道交差点部）

３０タイル舗装（100*100*30）

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

半たわみ性舗装アスコン１３mm

２００

目地モルタル

舞浜三丁目車道交差点部タイル復旧図
※道路災害復旧工事後

https://nitto-web.jp

再生粗粒度アスコン２０mm ５０

（参考）

ニットー 円形シリーズ

ＫＧＳ1010（ピシャン面）

※受注生産品



【液状化対策】 舗装断面図

（単位 ｍｍ）

５０

５０

１８０

※

表層：再生密粒度アスコン最大13mm、2.350kg/m3、TA＝5.00 ※一部半たわみ性

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

１００

★車道部★

５０ 中間層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

３０００

※（表層）駅前広場、シンボルの一部交差点・一部流入部は半たわみ性

C

CBR12

C

下層路盤：再生砕石クラッシャーラン
RC0-40

2.040kg/m3、TA=4.5

上層路盤：再生粒調砕石RM４0
2.100kg/m3、TA=3.5

ΣTA=23.0 ≧ (CBR12+N6)TA23を満足！

★液状化対策として必要な改良強度100kN/㎡

パワーブレンダー最低セメント添加量70kg/㎥

↓

↓ バックホウを使った粉体50kg/㎥※設計上は60kg/㎥

パワーブレンダーによる固結工
法(セメント添加量73.5kg/㎥。  
※舞浜駅は94.5kg/㎥)

配合試験からqu=35CBRの相関が得られ、CBR12となる (安全率0.3)

実交通量からC交通(N6)となる

+

⇒舗装設計便覧より、ΣTAは23以上となる舗装厚を確保！

※平成24～28年度復興交付金・社会資本整備総合交付金による施工

※パワーブレンダーが施工できない場合、バックホウ等による撹拌とし、占用物離隔は横断方向1.0ｍ、垂直方向0.3ｍ
とする。占用物がある場合、現況地盤CBR6、置換材CBR20とし、土被り・離隔考慮し、バックホウでh=530

★歩道部★

６０

４０

３００

６０

３０

C

透水性平板(300*600 ※舞浜駅は
300*300) ◆一部レンガ

[GL-3.0ｍの根拠]
レベル1地震動に対して、道路の機能を確保するこ

とが求められている。石原理論より、レベル1地震動
に対しては、GL-3.0ｍの改良深度が必要であること
がわかる。

レベル1

路床

敷砂+透水シート ※一部モルタル

開粒度AS ※一部再生密粒度AS

再生砕石クラッシャーラン(RC0-
40)+透水シート

排水部詳細

○○ ○

ﾄﾞﾚｰﾝ管φ200※外径280

集水枡

[各層の根拠]

透水性平板ブロック
・バリアフリー、景観を考慮し透水性の舗装材を選定
・がたつき防止のために600×300の平板ブロックを選定(
舞浜駅前は曲線が多いため300×300)

60

材料 厚さ 根拠

敷砂 ・平板ブロックのクッション砂（平坦性維持、荷重を分散し
て路盤に伝える）

30

透水シート
（流失防止シート）

・路面排水による敷砂の流失防止を目的に敷設する-

開粒度アスファルト

・通常時の路面排水を路盤下に流下させるほか、単粒度
砕石では締固めができず、将来的に平板ﾌﾞﾛｯｸの不陸が
生じてしまうことが想定されるため、標準部舗装構成の再
生クラッシャーランt=100のうちt=40を開粒度アスファルト
に置き換えることとする。（路盤のAs t=40での打ち換え関
東地整は東京国道事務所にて実績あり）

40

再生砕石クラッシャー
ラン(RC0-40)

・標準部舗装構成の再生クラッシャーランt=100のうち
t=40を開粒度アスファルトに置き換えたため、残りt=60
を砕石とし、荷重分散を図る。

60

透水シート
（吸出し防止）

・再生クラッシャーラン細粒分の流出防止
・液状化発災時の泥水及び泥・砂の吸出し防止-

単粒度砕石7号

・液状化により生じた過剰間隙水圧を速やかに解消する
ため、透水性が高く、目詰まりが生じにくい単粒度(7号)を
採用。地下埋設物深さ最低700mm-舗装厚さ190mm-埋
設管離隔200mm≒300mm

300

ドレーン管φ200 - ・7号砕石から集水枡へ泥水をスムーズに導水することを
目的に、目詰まりしない材料とする。

(参考)材料メーカー

「ポラコン」

マテラス青梅工業

03-5337-0960

(参考)施工メーカー

「パワーブレンダー」

加藤建設

043-226-1855

●

※設計上は73.5kg/㎥

※※米国コンクリート協会(ACI)229委員会報告では、人力掘削で300ｋN/㎡以下、バックホウは700～1400ｋN/㎡以下
で掘削できるとしている

※新浦安・舞浜駅前、シンボルロード、若潮通り（ホテル側・
JR側）、幹線5号、6号、10号、11号

表層（開粒度AS
t=50mm）
+路盤（RC0-40
t=100mm）
+透水シート
+単粒度砕石(7号
)t=300mm+ドレー
ン管φ200●

C

5０

３００

10０

[シンボルロード、若潮通り（ホテル側・JR側）]・11号 [幹線５号・６号・10号]

●

２５７０

※転圧できないため、１ｔローラー等で
不陸整正

路床

ドレーン管

単粒度砕石(7号)+ドレーン管φ200

⇒集水枡へ排水！

「透水性平板BL」

太平洋プレコン工業

03-3350-0681

㈱イワタ

03-5765-5096

(１５０)

(１９０)
( )内数字は
幹線5・6号

※（表層）幹線5号は再生改質粗粒度As（改質Ⅱ型20mm）

(１００)

※交差点部など規制困難部については、CAE（高耐
久セメントアスファルト乳剤安定処理路盤）で液状化
抑制を図る。：前田道路・NIPPO等

↑ドレーン管接続は耐震継手とする
㈱サンリツ 小口径Ｓ φ300

048-686-8892



★液状化対策路線の歩道部における舗装断面構成★

表層（開粒度AS
t=50mm）
+路盤（RC0-40
t=100mm）
+透水シート※
+単粒度砕石(7号
)t=300mm+ドレー
ン管φ200●

C

50

300

100

[歩道一般部]

A

1,000

①取付道路部

幹線道路（歩道部）の液状化対策の連続性を確保す
るため、取付道路部においては原則として路床部（ｔ
=1,000mm）に対して、改良土置換を実施する。

改良土置換

既設舗装構成

A+1,000

②巻込部
緊急車両や管理車両の一時的な乗り入れを考慮し、

原則として路床部（ｔ=1,000mm）に対して、改良土置換を
実施する。

改良土置換

450

50

100

C

路床

C

路床
路床

ＡＳ（開粒度）

ＲＣ（再生砕石）

ＡＳ（開粒度）

ＲＣ（再生砕石）

単粒度砕石

③乗入部

車両乗入部について、単粒度砕石置換の実施が困難であることと、既設の舗装構成が一般部と比べ強固であることから、
液状化対策を実施しない。

[歩道部イメージ図]

①取付道路部

③乗入部

※①～③以外は一般部とする
②巻込部

※改良土置換について・・・
改良土の目標一軸圧縮強度は

100kN/㎡以上とし、設計CBR12を
満たすものとする。

透水シート→
※ナイロン・ポリエス
テル系、2.94kN/cm3 ドレーン管

（歩道）

（歩道）

（車道）

（車道）

（単位 ｍｍ）

[AS部]

●
C

60

300

60

490

路床

平板ブロック

ＲＣ（再生砕石）

単粒度砕石

ドレーン管

流出防止シート→
敷砂

ＡＳ（開粒度）

吸出防止シート→

40
30

[平板ブロック部]

100kN/m2以上
100kN/m2以上

1,000
1,150

20140529道路液状化対策基本方針準拠

※平板ブロックについて
新浦安駅前広場及びシンボルロ
ードダイエー前の車両乗入れ部（
t=8㎝）についてはがたつきを防
止するため、『スーパーバリアフリ
ーシステム』の『強化板』を設置し
、荷重を分散している。

(参考)材料メーカー

太平洋プレコン工業

03-3350-0681

５０

５０

１５０

表層：再生改質Ⅱ型密粒度アスコン最大13mm（スラグ入り）

基層：再生粗粒度アスコン最大20mm、2.350kg/m3、TA＝5.00

0～３００

★規制困難部交差点★（減災）

５０ 中間層：再生改質Ⅱ型粗粒度アスコン最大20mm（スラグ入り）

下層路盤：セメント・アスファルト乳剤
安定処理

上層路盤：アスファルト安定処理
※CAE

※「CAE」（中央混合方式高耐久路盤材）※NETIS登録

(参考)施工メーカー

「マイルドベース」

前田道路

03-5487-0011

※エミオン、KSデンキ交差点等

一軸圧縮強さ：150ｋN/㎡～290ｋN/㎡
経済性：通常の路盤施工厚の1/2～1/3
等値換算係数：0.65（粒調砕石は0.35）

【社会資本整備総合交付金で施工】



電柱・電話柱復旧図
（単位 ｍｍ）

電 柱

電話柱

【建柱時】

・根枷のない場合

・根枷のない場合

電柱部分

電柱部分

φ30～40㎝

【抜柱時】

電柱部分

φ30～40㎝

800ｍｍ 1500ｍｍ

800㎜

900㎜

根枷部分
15㎝

10～15㎝

根枷部分

電柱部分

・根枷のある場合

・根枷のある場合
※範囲は同上

【建柱時】

・根枷のない場合 ・根枷のある場合
500ｍｍ 1500ｍｍ

電柱部分

φ23㎝

電柱部分

・根枷のない場合

【抜柱時】 ※範囲は同上

電柱部分

φ23㎝

電柱部分

500㎜

700㎜

15㎝

10～15㎝



新浦安駅南側デッキ舗装 復旧図

（単位 ｍｍ）

（防滑工メーカー）

㈱アルテック

C

既設タイル

防滑材（ESGスプレー） ※透明

☎044-948-6286

※令和５年施工

21プライマー

（断面図）

（平面図）

＃１００ガラス 70ｇ/㎡

C

C

アトレ新浦安

C

C

新浦安駅改札

マーレ

モナ新浦安

EV



日の出二丁目（碧浜） 諫早石 復旧図

（単位 ｍｍ）

モルタル（１：３）

再生砕石クラッシャーラン RC-４０

４０

１５０

（材料メーカー）

栄健産業株式会社

（路肩部）

６０自然石張（諫早石）

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

コンクリート 18-8-20

１５０

℡ 095-862-7130

サンドクッション ３０

（歩道部）

４０自然石張（平島石）

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○

○

○

○

○
○
○

○

○

○
○
○ １００

※交差点部は全面自然石（諫早石）舗装とする

再生砕石クラッシャーラン RC-４０



（浦安駅Ａ）

浦　安　市

立 会

作 成

６

R０２-５１６

令 和

京 葉 測 量 株 式 会 社

所在地

令 和

4年 　3月　23日

4年 　3月　23日

浦 安 市 北 栄 一 丁 目

測

量

者

縮

尺
令 和

千葉県習志野市茜浜　丁目　番　号

藤 乗 浩 紀

1 / 5 0 0

３

測 量 士

4年　 3月　25日

測 量

登録番号第

４

北栄一丁目

用 地 平 面 図図面名

UK1

2.12

UK2

2.04

UK3

3.60

UK4

2.70

UK5

2.01

UK6
4.0

2
UK7

4.0
5

UK8

4.05
UK9

4.00
UK10

4.08

U
K
1
1

2.01 UK12

4.02 UK13 59.72
UK14

3
.
3
0

UC14

59.70

UC133.93U
C
1
2

1.84

U
C
1
1

3.85UC10

3.74UC93.78UC83.8
3

UC74.0
1

UC6

2.18UC53.01UC4

3.94

UC3

2.22

UC2

2.16

UC1

3
.
3
0

浦安駅前A 324㎡

2278
テキスト ボックス
巻末資料4　「駅前広場」区域図




駅
前
交
番

0
.
5
9

2.41

0.56

拡大図 S=1:100

UK41

UK58

1.20

3.41

拡大図 S=1:100

UK42

UK56

0
.
5
8

0.76

UK40 UK43

UK57

立 会

作 成

６

R０２-５１６

令 和

京 葉 測 量 株 式 会 社

所在地

令 和

4年 　3月　23日

4年 　3月　23日

浦 安 市 北 栄 一 丁 目

測

量

者

縮

尺
令 和

千葉県習志野市茜浜　丁目　番　号

藤 乗 浩 紀

1 / 5 0 0

３

測 量 士

4年　 3月　25日

測 量

登録番号第

４

用 地 平 面 図図面名

浦　安　市

北栄一丁目

浦安駅

（浦安駅Ｂ,Ｃ）

UK15

4
.
1
4

UK16
UK17

1.97

UK188.20

UK19
6.1

2

UK20

18.20UK21
3.65

UK2218.81
UK23

2.
23

UK243.
09

UK25

2.
95

UK26

3.
93

UK27

0.75
UK28
2.33

UK29
2.35

UK30

4.
49

UK31

8.50

UK32

3.
21 UK33

1.49
UK34

9.
67

UK35

9.76

UK36

2.
08

UK37

35.50

UK38
0.89
UK39 10.80

UK44

2
.
6
9

UK45 4.22 UK46

2
.
7
1

UK47 U
K
4
8

UK49
UK50

U
K
5
1

14.47浦安駅前

UK52
21.53

UK53

4.06

UK54

1.99

UK55

32
.7
8

UK59

4.50

U
K
6
00.93

UK61

3.
59

UK62

0.95
UK63

UK64

3
.
6
5

UK65

3.65

UK66

4.15

浦安駅前

513㎡

307㎡ 32
.7
8

2.34

2.71
1.53

1.50

2.11

1.45

B

C

2278
テキスト ボックス
巻末資料4　「駅前広場」区域図




浦　安　市

立 会

作 成

６

R０２-５１６

令 和

京 葉 測 量 株 式 会 社

所在地

令 和

4年 　3月　23日

4年 　3月　23日

浦 安 市 入 船 一 丁 目

測

量

者

縮

尺
令 和

千葉県習志野市茜浜　丁目　番　号

藤 乗 浩 紀

1 / 5 0 0

３

測 量 士

4年　 3月　25日

測 量

登録番号第

４

入船一丁目

用 地 平 面 図図面名

新浦安駅

（新浦安駅Ａ,Ｂ）

SK1
23.68

SK2

0
.
9
9

SK335.15

SK4

6
.
4
0

SK5

1
.
1
4 SK6

1.60
SK70

.
8
6

SK8

6
.
3
7

SK9

34.88 SK10

0
.
9
0

SK11

21.71

SK12

2.81

SK13

1
4
.
3
3新浦安駅前

SK14 85.92 SK15

1
1
.
1
6

SK16

44
.2
5

SK1740.92SK18

4
.
9
9

SK197.06
SK20

1
1
.
7
2

SK21
SK22

SK23

4.
46

SK24

3.97

SK25

4.
39

SK261.
88

SK
27

1
.
5
9

SK28

1
8
.
0
3

SK29
1.56

SK303
.
0
5

887㎡

0.65

2
.
0
0

3008㎡

新浦安駅前B

A

2278
テキスト ボックス
巻末資料4　「駅前広場」区域図




海風の塔

浦　安　市

立 会

作 成

６

R０２-５１６

令 和

京 葉 測 量 株 式 会 社

所在地

令 和

4年 　3月　23日

4年 　3月　23日

浦 安 市 入 船 一 丁 目

測

量

者

縮

尺
令 和

千葉県習志野市茜浜　丁目　番　号

藤 乗 浩 紀

1 / 5 0 0

３

測 量 士

4年　 3月　25日

測 量

登録番号第

４

入船一丁目

用 地 平 面 図図面名

新浦安駅

（新浦安駅Ｃ）

SK31 56.49 SK32

2
.
0
6

SK33

6.22
SK34

5
.
9
1

SK35
10.01

SK36

3
0
.
6
4

SK37
3.93

SK38

1
7
.
7
1

SK39

2.48SK40

1.
87

SK41

1.
89

SK42

2.49SK4326.11

SK44

2.70SK45

2.45SK46

2.47

SK
47

2.46

SK
48

2.45

SK49
7.95

SK50

8
.
3
9

新浦安駅前

872㎡

C

2278
テキスト ボックス
巻末資料4　「駅前広場」区域図




EV

舞浜駅南口歩道橋

0.
79

MK33

MK36

0.
81

0.76

MK34

MK37

0.
86

2.36

MK35

拡大図 S=1:100

立 会

作 成

６

R０２-５１６

令 和

京 葉 測 量 株 式 会 社

所在地

令 和

4年 　3月　23日

4年 　3月　23日

浦 安 市 舞 浜

測

量

者

縮

尺
令 和

千葉県習志野市茜浜　丁目　番　号

藤 乗 浩 紀

1 / 5 0 0

３

測 量 士

4年　 3月　25日

測 量

登録番号第

４

用 地 平 面 図図面名

浦　安　市

舞 浜

（舞浜駅）

MK1
3.56

MK2

2
.
7
4

MK3

12.48 MK4
8.3

9
MK5

1.13
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MK8 7.14 MK91
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4
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9
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9
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3
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9
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K
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MK4511.23MK46
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5
.
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MK493.41

MK5013.81

MK51

1
3
.
3
9

舞浜駅前

1920㎡

2.30

7
.
1
8

0
.
5
0

2.00

舞浜駅

2278
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巻末資料4　「駅前広場」区域図




主催者 市担当部署 道路政策管理課

行事等における主催者と市担当部署との
共催・後援手続

道路占用許可申請書の
作成

１）申請書
２）事業計画書
３）配置図
４）緊急連絡体制表
５）後援等を証する書面
６）減免申請書
（市担当部署が相当と認める時）

・申請内容の確認
・添付書類の確認

許 可

・占用料の納付
（減免除く）

・行事等の実施

市以外の団体が主催する行事等

における道路占用許可申請フロー

審 査

道路政策管理課へ場所の仮予約

＜実施の１２か月前から＞

＜実施の２か月迄＞

必要に応じて
警察署へ
道路使用許可申請

巻末資料5 駅前広場の行事等における手続きフロー



担当部署 道路政策管理課

・道路占用許可申請書

・減免申請書
審 査

許 可行事等の実施

市が主催する行事等

における道路占用許可申請フロー

事業計画

道路政策管理課へ場所の仮予約

＜実施の１２か月前から＞

＜実施の２か月迄＞

必要に応じて
警察署へ
道路使用許可申請
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